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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
  (1)  本標準は１９９２年１０月、加速勧告化手続きにより承認された勧告Ｖ．１２０に準拠したもの

である。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

 な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 

 な し 

 

2.3 その他 

  (1)  本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

   (a)  制限つき６４kbit/s 転送能力に関すること。 

 本項目を削除した理由：国内通信では制限つき６４kbit/s 転送能力は存在しない。 

 

2.4 原勧告との章立て構成比較表 

 本標準第２版とは大幅に異なるが、今後の国際標準化作業進展との対比を容易にするため上記国際勧告

と、章立て構成を合わせた。 

 

本 標 準（第３版） 

 

ＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．１２０

（１９９２年版） 

本標準（第２版） 

 

１章 概 要 １章 １章 

２章 応 用 ２章 １章 

３章 端末整合プロトコル ３章 ２章、３章 

４章 データリンク制御プロトコル ４章 ２章、付録Ⅲ 

５章 フレームモードベアラ 

  サービス動作のプロトコル仕様 

５章 

 

なし 

 

６章 回線交換モードベアラ 

  サービス動作のプロトコル仕様 

６章 ２章、４章 

 

７章 端末アダプタ機能における端末アダプ

ションプロトコルのアプリケーション 

７章 

 

３章 

 

 付 録 Ⅰ 付 録 Ⅰ  付 録 Ⅰ 

 付 録 Ⅱ 付 録 Ⅱ  付属資料Ａ 

 付 録 Ⅲ 付 録 Ⅲ  付 録 Ⅱ 



ＪＴ－Ｖ１２０ - ii - 

３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 平成 元年 ４月２８日 制 定 

第２版 平成 ２年 ４月２５日 誤記訂正及び表現の適正化等 

第３版 

 

平成 ４年１１月２６日 

 

対応する国際標準の標準化作業進展による改版 

（注１） 

 

 注１：主な改版内容 

1)  フレームモードベアラサービスの本標準への適用 

2)  特定のＴＥ２またはＴＡの後のＲ参照点のインタフェースを選択するための“サブアドレ

ス”情報要素の追加 

3)  Ｖ．１２０プロトコル識別子についてＪＴ－Ｑ９３１との整合 

4)  その他修正、記述の明確化 

5)  上記改版に伴う章構成の変更 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 
  (1)  選択肢のある項目の規定 

標準ＪＴ－Ｖ１２０のサービスを満足するために、以下に示す選択肢のある主な項目において、

少なくとも１つの選択肢を選択することができる。但し、網を経由して本標準に準拠したデータ端

末間でデータ通信をする場合において、各々が採用した選択肢の整合性を確認する必要がある。 
 

選択肢のある項目一覧 
 

 
項番 

項   目 
（本文該当箇所） 

 
選   択   肢 

 
選択条件及び備考 

１ 
 

ﾍｯﾀﾞｵｸﾃｯﾄ(H ｵｸﾃｯﾄ) 
 (3.1.1) 

①使用する 
②使用しない 

Ｅ ﾌﾟﾛﾄｺﾙｾﾝｼﾃｨﾌﾞﾓｰﾄﾞ動作 
Ｏ ﾋﾞｯﾄ 透過 ﾓｰﾄﾞ 

２ 
 
 

制御状態情報ｵｸﾃｯﾄ 
（CS ｵｸﾃｯﾄ) 

 (2.3.3),(3.1.2),(3.2.3) 

①使用する 
②使用しない 
 

Ｏ 
 

３ 
 
 

ﾏﾙﾁﾌﾚｰﾑ  確認形情報

転送手順 
 (3.2.1),(4.1) 

①使用する 
②使用しない 
 

Ｅ 
 
 

４ 
 

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄが存在する

場合の TA ﾌﾚｰﾑ内への

ﾌﾚｰﾑ化 
 (3.2.1.1) 

①ﾌﾚｰﾑ化される 
②ﾌﾚｰﾑ化されない 

Ａ 
（但し、7.2 節の記述に準じ

る場合は例外） 

５ 
 

C1,C2 ﾋﾞｯﾄの一方また

は両方が‘1’の場合

の端末整合ﾌﾟﾛﾄｺﾙｴﾝ

ﾃｨﾃｨの動作 
 (3.2.1.2) 

①ﾌﾚｰﾑ､ｾｸﾞﾒﾝﾄの廃棄 
②Ｒ点または内部ｲﾝﾀﾌｪｰｽに送出している

HDLC ﾌﾚｰﾑを無効にする 
③Ｒ点または内部ｲﾝﾀﾌｪｰｽに送出している

HDLC ﾌﾚｰﾑ内の無効 FCS を生成する 

Ａ 
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記 号  Ｅ：必 須 

Ｏ：オプション 
Ａ：二者択一またはどちらも選択可能 

 
  (2)  継続検討中の項目 

 

継続検討中項目一覧 

 

項番 項     目 内       容 

１ 

 

フレームモード接続におけるビット

トランスペアレントモードの使用 

(1)

ＪＴ－Ｖ１２０のプロトコルとして使用するか否か 

 

２ 

 

オクテット列でないフレーム 

(3.2.1.2)

オクテット列でないフレームのサポート方法 

 

３ 

 

ビット透過 

(3.2.1.3)

ビット透過動作 

 

 

 

  (3)  本標準と標準ＪＴ－Ｖ１１０との関係 

ＣＣＩＴＴ勧告では、Ｖシリーズ端末をＩＳＤＮへ収容するプロトコルとしてＶ．１１０および

Ｖ．１２０という互換性のない二つが並列して勧告化されている。ＴＴＣではこのＣＣＩＴＴ勧告

に準拠し、本標準及び標準ＪＴ－Ｖ１１０を共に既に標準化している。その理由は以下の通りであ

る。 

本標準および標準ＪＴ－Ｖ１１０はその技術方式の違いから、それぞれ違った特徴を有している。

そしてそれぞれの特徴により、両標準の使用が適する領域も異なっている。従って、この二つを共

に標準化することにより適用領域を拡げ、ユーザの利便性、選択性を増すこととした。 

両標準の特徴および適用領域の概要は次の通りである。 
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特徴および適用領域 

 

 本標準（ＪＴ－Ｖ１２０） ＪＴ－Ｖ１１０ 

 

特 

 

 

 

徴 

 

(1) ＨＤＬＣフラグスタッフ方式による速度整合 

(2) 標準ＪＴ－Ｑ９２２準拠のレイヤ２機能によ

り、ＴＡ／ＴＡ間の誤り訂正機能を有する 

(3) 回線交換モードおよびフレームモードに対応 

(4) 統計的多重方式により、多重化性能が高い 

(5) 伝送上、ＨＤＬＣフレームの組立て、分解に

伴う遅延が生じる 

(1) ビットマップ方式による速度整合 

(2) レイヤ１機能による、端末データのトランス

ペアレント伝送 

(3) 固定多重方式による多重化機能 

（継続検討課題） 

(4) 回線交換モードに対応 

 

 

 

適 

 

 

用 

 

 

領 

 

 

域 

(1) 無手順端末を接続した場合、ＴＡ／ＴＡ間の

誤り訂正機能により、伝送上、より高い信頼

性が得られる 

(2) 端末・端末間の遅延を考慮にいれたシステム

設計が必要となる場合がある。 

高能率符号化音声データの伝送は、放送モー

ドでは遅延に無関係のため使用可能である 

(3) Ｂチャネルのみならず、Ｈ０ ，Ｈ１１チャネル

上での多重が可能となるためＴＡ・ホスト

間、ＰＢＸ・ホスト間、ＰＢＸ・ＰＢＸ間、

など同一対地間での高度な多重に適用 

 

(1) 一般にモデムの置換に適合し、システム設計

しやすい 

(2) システム設計上、端末・端末間の遅延を考慮

する必要がほとんどない 

従って、今後８kbit/s を単位とした多重化に関

して標準が完成すれば、低速データの多重の

みならず高能率符号化データ（32kbit/s 以下）

の多重などにも適用できる 

(3) 高速（48kbit/s 以上)のファイル転送高速バッチ

処理等のアプリケーションに適合できる 

(4) 標準ＪＴ－Ｘ３０と同一の速度変換方式を用

いていることから、Ｘ２１系端末との相互通

信が可能である 

 （半二重通信については継続検討課題） 

 

  (4) 本標準の改版により、下記補遺の内容と一致しない点がある為、下記補遺の改版を予定している。 

ＪＴ－Ｖ１２０補遺 

「標準ＪＴ－Ｖ１２０端末アダプションプロトコルの利用法」 

（第１版：平成２年２月８日制定） 

 

  (5)  参照している主な標準、勧告等 

ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｖ１１０ 

ＪＴ－Ｑ９２２ 

ＪＴ－Ｑ９３１ 

ＪＴ－Ｑ９３３ 

ＪＴ－Ｉ４３０ 

ＪＴ－Ｉ４３１ 

ＪＴ－Ｉ２３３ 

 

ＣＣＩＴＴ勧告：Ｖ．１２０ 

Ｖ．２４ 

Ｘ．２１２ 
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１．概　要

　本標準は、非ＩＳＤＮ端末をＩＳＤＮに適応させるために使用されるプロトコルを記述している。これ

はターミナルアダプタ（ＴＡ）間、ＩＳＤＮ端末（ＴＥ１）間、ＴＡとＴＥ１間、及びＴＡ又はＴＥ１と

公衆又はプライベートＩＳＤＮ内インタワーク機能（ＩＷＦ）間に使用されることを意図している。これ

は次の運用のために提供される。

　　a)　回線交換モード又はフレームモードを経由して

　　b)　呼毎、又は半固定接続確立を使用して

　　c) 　以下の各種アクセス・チャネルを経由して：

－　回線交換モード接続：Ｂ，Ｈ０，Ｈ１０又はＨ１１

－　フレームモード接続：Ｂ，Ｈ０，Ｈ１０，Ｈ１１又はＤ

　この標準はまたＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．２４に規定されている相互接続回路を使用した同期式、非同期式イ

ンタフェース仕様にこの手順がどのように関係しているかも記述している。しかしこれは、ＴＥ１又はＴ

Ａを含むいかなるシステムの実現のための機能仕様を規定するものではない。注を除き、本標準はユー

ザ・網インタフェース（参照点Ｓ，Ｔ又はＵ）とインタワーク機能（ＩＷＦ）のＩＳＤＮ側インタフェー

スにおけるプロトコルの規定に限定される。

　本標準におけるターミナル・アダプタのプロトコルは非ＩＳＤＮ端末プロトコルの３つのクラスをサ

ポートして使用される場合がある。それらは：

　1) 　非同期（スタート／ストップ）手順、これはプロトコルセンシティブ非同期モードを使用してサ

ポートされる。

　2) 　ＨＤＬＣフレームフォーマットを使用した同期手順、これはプロトコルを感知する同期モードを使

用してサポートされる。

　3) 　同期手順、これはビット・トランスペアレントモードを使用してサポートされる。

　フレームモード接続におけるビット・トランスペアレントモードの使用は継続検討とする。

２．応　用

2.1　概　要

　本標準に記述されているプロトコルは、図１に示すようにＴＥ１，ＴＡ又はＩＷＦにより使用される。

本標準に含まれるフォーマット、手順は参照点Ｓ，Ｔ又はＵにおけるインタフェースを経由しての、又は

（ＩＷＦの場合）網内インタフェースを経由してのこれらの動作により規定されている。互換性を促進さ

せる必要から、端末アダプションプロトコルとＲ参照点（存在している）の既存プロトコルとの相関関係

をも記述している。

2.2　接続性

　２個又はそれ以上の端末整合接続が、回線交換ベアラ接続又はフレームモードアクセス接続経由で多重

化される。これらの接続は、本標準において“論理リンク”として記述されている。各種端末整合プロト

コルをサポートしている論理リンクは同じ回線交換ベアラ接続又はフレームモードアクセス接続を経由し

て多重化される。論理リンク数の制限（アドレス・フィールドに符号化できる最大数まで）と、回線交換

ベアラ接続又はフレームモードアクセス接続によりサポートされるモードの組合せは実現方法に依存し標

準の範囲外である。
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　本標準におけるプロトコルセンシティブモード（１章の１と２）は、相異なる速度をサポートするため

に使用される。（すなわち２つのＴＡ間で参照点Ｒインタフェースでのデータ速度が異なる場合）バッ

ファリングの使用、本標準におけるフロー制御手順の応用、Ｒ参照点におけるフロー制御手順の使用、廃

棄機能、そして異なる速度のサポートのための他の手段の使用は実現方法に依存する。

　パラメータ交換手順は、網内のインタワーク機能を要求せずに、複数の異なるＴＡ手順が使用される環

境下においては、ターミナル・アダプタ（ＴＡ）間インタワークを許容するために規定される。異なるタ

イプのＴＡ間のインタワークは、複数のプロトコルをサポートしているマルチプロトコル・ターミナル・

アダプタ（ＭＴＡｓ）により達成できる。しかし、インタワーク機能はＴＡが複数のプロトコルをサポー

トできないときでも使用される。

ＴＥ１ ＩＳＤＮデータ端末

ＴＥ２ 非ＩＳＤＮインタフェースを持ったデータ端末（ＤＴＥ）

ＴＡ－Ｖ Ｖ．シリーズＴＥ２をサポートするＶ．１２０　ＴＡ

ＩＷＦ インタワーキング機能

Ｓ／Ｔ それに関わる物理的インタフェースが実現されるＳ／Ｔ参照点

図１／ＪＴ－Ｖ１２０　ＩＳＤＮ接続シナリオ

(CCITT V.120)

2.3　プロトコル構造

　この標準の目的の為に定義されたＵ－プレーンのプロトコル構造を図２に示す。この標準で定義される

プロトコルは物理レイヤと３つのサブレイヤ：コアサブレイヤ、データリンク制御サブレイヤとアダプ

ションサブレイヤを持つコアサブレイヤとデータリンク制御サブレイヤはデータリンクレイヤを細分化し

たものである。（勧告Ｘ．２１２参照）

　アダプションサブレイヤもデータリンクレイヤを細分化したものと考えられる。（しかし逆に簡易なレ

イヤ３としての見方もできる。）この階層化はＪＴ－Ｉ２３３“ＩＳＤＮフレームモードベアラサービ

ス”に準拠している。

国内 PSTN ヘ

ＴＥ１

ＴＥ２
ＴＡ

－Ｖ

S/T

ＩＳＤＮ

S/TＲ

ＴＥ１
S/T

ＴＥ２
ＴＡ

－Ｖ

S/T

S/T/U

Ｒ

ＩＷＦ
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端末アダプションサブレイヤ

データリンク制御サブレイヤ

データリンクコアサブレイヤ

物理レイヤ

図２／ＪＴ－Ｖ１２０　この標準で使用するプロトコル階層

(CCITT V.120)

　図３は図２の階層化をどのように本標準のフレームフォーマットにマップするかを示している。

2.3.1　端末アダプションサブレイヤ

　端末アダプションサブレイヤはデータ転送、エラー検出の提供及び同位システム間のセグメント化され

たデータの再編集を規定している。また次の機能を提供するだろう：

　1) 　セグメンテーション；

　2) 　外部プロトコル（すなわち、Ｒ参照点のインタフェースに於ける）で検出されたエラー状態通知の

転送；

　3) 　外部プロトコル（たとえば、プロトコルセンシティブ非同期モードの為のブレーク、プロトコルセ

ンシティブ同期モードの為のＨＤＬＣアイドル）の通常動作と関連した情報の転送；

　4) 　網独立クロックによる動作のサポート；

　5) 　フロー制御；

　6) 　状態情報の転送（Ｒ参照点のインタフェース回路の交換をする為にマッピングされる；付録Ⅱ参

照）

2.3.2　データリンク制御サブレイヤ

　データリンク制御サブレイヤはデータリンクレイヤの同位間通信に関する手順及びフィールドのフォー

マットを提供する。手順の要素は同位間通信に使用するコマンドとレスポンスを定義している。

　フォーマットと手順の要素は標準ＪＴ－Ｑ９２２を参照。

2.3.3　データリンクコアサブレイヤ

　データリンクコアサブレイヤはコア情報フローの統計的多重を考慮する。

　主なコア機能は次の機能を含む：

　－フレーミング；

　－透過性；

　－アドレスフィールドを用いた多重化；と

　－エラー検出。

　データリンクコアプロトコルは標準ＪＴ－Ｑ９２２付属資料Ａで規定される。データリンクコアサービ

スは標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ｉ］で規定される。
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Ｈ ＣＳ

ヘッダ 端末アダプションデータフィールド

Ｃ データリンク制御情報フィールド

Ｆ Ａ データリンクコア情報フィールド ＦＣＳ Ｆ

Ｆ ＨＤＬＣフラグ

Ａ アドレス

ＦＣＳ フレームチェックシーケンス

Ｃ 制御（ＨＤＬＣフォーマット）

Ｈ ヘッダオクテット（ビット透過モードではオプション）

ＣＳ 制御状態情報のための拡張ヘッダ（オプション）

図３／ＪＴ－Ｖ１２０　階層化とフレームフォーマットの関係

(CCITT V.120)

　Ｓ又はＴインタフェースに於けるＨＤＬＣフレームはこれ以降端末整合フレームと呼ぶ。（それには、

ＨＤＬＣアドレス、制御フィールド、端末整合ヘッダとユーザデータが含まれる。）

2.4　制限付き伝送能力を経由しての動作（本節は本標準の対象外である）

　６４kbit/s のＢチャネルへ整合するためにＩＳＤＮユーザインタフェースを用いるターミナルアダプタ

で、ＩＳＤＮによって規定された伝達能力が制限付き６４kbit/s の場合、または５６kbit/s の網とのインタ

ワークが必要な接続においては、ＴＡは各Ｂチャネルオクテットの最初の７ビットを用いる事によって５

６kbit/s 速度への速度整合を行い、また各Ｂチャネルオクテットの８番目のビットに２進「１」を挿入す

るという事がＣＣＩＴＴ勧告Ｉ．４６４で述べられている。その逆の過程が受信では用いられるべきであ

る。この文章の手順の全ては、６４kbit/s 非制限伝達能力だけでなく、これらの伝達能力にも適用できる。

　注：フレームモードの応用において、もし制限が有るとすればそれはアクセス能力のみであろう。

端末アダプション
フィールド

データリンク制御
フィールド

データリンク
コアフレーム
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３．端末整合プロトコル

　この節では端末整合プロトコルについて述べる。このプロトコルはデータリンク制御サブレイヤのサー

ビスに依存している。そしてビット透過モードの場合は、物理レイヤ（クロック）のサービスにも依存し

ている。

　この勧告の中で定義された２種類の端末整合がある。プロトコルセンシティブ動作においては、ＴＥ１

及びＴＡまたはＩＷＦは、どんなアイドルタイムフィルでも取り除きながら、文字またはＨＤＬＣフレー

ムの始まりと終わりを識別できる事が要求される。ビット透過動作では、Ｒ参照点のインタフェースから

の情報の同期（ビットレベル以下）無しにベアラチャネルのフレーム転送内での、同一時間でのデータの

透過な転送が考慮されている。それはプロトコルセンシティブモードが扱っていないプロトコルの整合に

特に適している。

　２つのプロトコルセンシティブモードが端末整合プロトコルで定義されている。非同期モードはスター

ト／ストップモードデータの転送を志向している。同期モードはＨＤＬＣフレーム化されたデータ転送の

ためにある。

3.1　フォーマット

　端末整合ヘッダには１または２オクテットが含まれているかも知れない。その２つはヘッダ（Ｈ）オク

テットと制御状態（ＣＳ）オクテットに分類されている。

3.1.1　Ｈ－ヘッダオクテット

　Ｈオクテットはプロトコルセンシティブモード動作では必須であり、また、ビット透過モードではオプ

ションである。Ｈオクテットのフォーマットを図４に示す。ビット透過モードにおいてその存在は、接続

要求の呼設定の間、または半固定接続のための事前の合意によって交渉される。

3.1.1.1　Ｅ－拡張ビット（ビット８）

　Ｅビットはヘッダ拡張ビットである。制御状態情報の追加に備えてヘッダの拡張が許されている。

「０」ビットは制御状態（ＣＳ）情報オクテットが続く事を示す。

（3.1.2 節参照）

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Ｅ ＢＲ ｒｅｓ ｒｅｓ Ｃ２ Ｃ１ Ｂ Ｆ

Ｅ 拡張ビット

ＢＲ ブレーク／マーク保持ビット

Ｃ１，Ｃ２ エラー制御ビット

Ｂ，Ｆ 分割ビット

ｒｅｓ 将来の標準化のための予約済み

図４／ＪＴ－Ｖ１２０　ヘッダオクテットフォーマット

(CCITT V.120)
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3.1.1.2　ＢＲ－非同期－ブレーク／ＨＤＬＣ－アイドルビット（ビット７）

　非同期アプリケーションにおいて、ブレークビットはＴＥ２によるブレークの要求を示す。このビット

位置の「１」はブレークを示す（3.2.1.1 節と 7.2 節参照）

　同期ＨＤＬＣアプリケーションのプロトコルセンシティブ動作において、ＢＲビットはＲ参照点におい

てＨＤＬＣアイドル状態に有るかどうかを示すために用いられる。この位置の「１」はＨＤＬＣアイドル

状態（全ビット２進１）にある事を示す。ビット透過モードにおいてはこのビットは予約済みである。そ

して送信の時は「０」にセットされ、受信の時は無視されなければならない。

3.1.1.3　ビット５とビット６

　ヘッダオクテットのビット５とビット６は予約済みである。また「０」にセットされなければならない。

3.1.1.4　Ｃ１，Ｃ２－エラー制御ビット（ビット３とビット４）

　ヘッダオクテットのビット３とビット４はそれぞれコントロール１とコントロール２として規定され、

ＴＡエラーの検出と送信に用いられる。

Ｃ１ビット及びＣ２ビットの意味は表１に示すようにコード化されている。

表１／ＪＴ－Ｖ１２０　Ｃ１ビット及びＣ２ビットのコーディング

(CCITT V.120)

Ｃ１ Ｃ２ 同　　　期 非　同　期 ビット透過

０ ０ エラー検出されず エラー検出されず エラー検出されず

０ １ ＦＣＳエラー

（Ｒインタフェースで）

ストップビットエラー 適用されず

１ ０ アボート フレームの最後のキャラク

タでパリティエラー

適用されず

１ １ （Ｒ参照点インタフェース

からの）

ＴＡオーバーラン

ストップビット及びパリ

ティの両エラー

適用されず

3.1.1.5　Ｂ，Ｆ－分割ビット（ビット２とビット１）

　ＢとＦビットは同期モード動作において、ユーザＨＤＬＣフレームの分割と再組立に用いられる。Ｂ

ビットを「１」にセットする事は、端末整合（ＴＡ）フレームが、メッセージの開始部分を含む事を示す。

Ｆビットを「１」にセットする事は、ＴＡフレームが、ユーザフレームの最終部分を含む事を示す。メッ

セージ全体が単一ＴＡフレームに含まれる場合には、ＢビットとＦビット両方が「１」にセットされる。

最初でも最後でもないＴＡフレームを中間フレームと称する。非同期モードとビット透過モードでは、こ

れらのビットは「１」にセットされる。ＢビットとＦビットの意味は表２にまとめられる。
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表２／ＪＴ－Ｖ１２０　ＢビットとＦビットのコーディング

(CCITT V.120)

Ｂ Ｆ 同　　　期 非　同　期 ビット透過

１ ０ 開始フレーム 適用されず 適用されず

０ ０ 中間フレーム 適用されず 適用されず

０ １ 最終フレーム 適用されず 適用されず

１ １ 単一フレーム 適用する 適用する

3.1.2　ＣＳ－制御状態オクテット

　制御状態情報は、存在する場合には、ヘッダの第２オクテットに含まれる。制御状態情報オクテットの

フォーマットは図５に示される。ＴＡにおいて、このフィールドは、物理インタフェース制御情報を運ぶ

ことができる（手順については 3.2.3 節を参照のこと）。ＵＩフレームがデータ転送に使用されるときは、

このフィールドはフロー制御に供するために使用してもよい（フロー制御については 3.2.4.1 節を参照のこ

と）。Ｈフィールドが存在し、かつ２オクテットに拡張されている場合にはＣＳオクテットがあるものと

すべきである。次に制御状態情報オクテットのフォーマットを示す。Ｖ．２４回路のマッピングの例につ

いては付録Ⅱを参照のこと。手順については 3.2.3 節を、フロー制御用ＲＲビットの使用については

3.2.4.1 節を参照のこと。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

Ｅ ＤＲ ＳＲ ＲＲ ｒｅｓ ｒｅｓ ｒｅｓ ｒｅｓ

Ｅ 拡張ビット

ＤＲ データレディ

ＳＲ 送信レディ

ＲＲ 受信レディ

ｒｅｓ 将来の標準化のため予約済

図５／ＪＴ－Ｖ１２０　制御状態情報オクテット

(CCITT V.120)

3.1.2.1　Ｅ－拡張ビット（ビット８）

　制御状態情報オクテットはヘッダにおける２番目と最後のオクテットであるため、Ｅビットは「１」に

セットされなければならない。Ｅビットが「０」にセットされた制御情報オクテットの受信は、エラーと

みなされなければならない。

3.1.2.2　ＤＲ－データレディ（ビット７）

　このビットが「１」にセットされたときはＲ参照点においてインタフェースが起動されたことを示す。

（例えばＤＴＲオン）

3.1.2.3　ＳＲ－送信レディ（ビット６）

　このビットが「１」にセットされたときは、ＴＥがデータ送信可能であることを示す。
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3.1.2.4　ＲＲ－受信レディ（ビット５）

　このビットが「１」にセットされたときは、ＴＥがデータ受信可能であることを示す。

3.1.2.5　ビット４、３、２、１

　制御状態情報オクテットのビット４、３、２及び１は予約済であり、「０」にセットされなければなら

ない。

3.1.3　フレーム間タイムフィル

　Ｓインタフェース上のフレーム間タイムフィルは、通常ＨＤＬＣフラグであるはずである。特殊なＤ

チャネル以外のアプリケーションでは、全て「１」のこともある。基本アクセスのＤチャネル上では、送

信フレーム間タイムフィルは全て「１」でなければならない。

3.2　各種手順

3.2.1　動作モード（一般）

　同期（ＨＤＬＣ）および非同期モード動作時のデータ構成の完全性のために、実践的には、マルチフ

レーム確認形情報（“１”）転送手順が使用されることを強く推奨する。

3.2.1.1　非同期モードにおけるプロトコルセンシティブ動作

　同位の端末整合プロトコルエンティティへデータを送出するため、キャラクタはＴＡフレーム内にフ

レーム化される。パリティビットが存在する場合、（7.2 節の記述は例外として）ＴＡフレーム内にフ

レーム化される時と省略される時がある。スタートおよびストップビットは、ＴＡフレーム内にフレーム

化されない。１キャラクタ以上がＴＡフレーム内にフレーム化される場合がある。フレーム送出の決定は、

実現方法に依存する。Ｃ１および／またはＣ２ビットの“１”の設定は、それぞれＴＡ（またはＩＷＦ）

がストップビットエラーおよび／またはパリティビットエラー（Ｒ参照点）を検出したことを示すもので

ある。もし、どちらか一方のビットが設定されている場合、そのＴＡフレームは付加されたキャラクタが

フレーム化されずに転送される。同様に、端末整合プロトコルによるＢＲビットの“１”の設定は、ブ

レークを示すものである。そのＴＡフレームはその後のキャラクタがフレーム化されずに転送される。端

末整合プロトコルエンティティによるＢＲビット“０”の設定は、ブレークの終了を示すものである。

　端末整合プロトコルエンティティがフレームを受信すると、フレームをキャラクタに分解するか、また

は内部で利用可能な適当なユニットとなるように蓄積してもよい。ストップビットエラー、パリティエ

ラーおよびブレークの処理については、実現方法に依存する。（７章およびＴＡ機能群やＴＥ１に関する

付録Ⅰにそれぞれ記述してある追加手順については例外である。）

3.2.1.2　同期（ＨＤＬＣ）モードにおけるプロトコルセンシティブ動作

　アドレス、制御および情報フィールドを含んだＨＤＬＣフレームは、一つまたは（セグメント化〔注

１〕や再組立が使用される場合は）複数の端末整合フレームがフレーム化され、同位の端末整合プロトコ

ルエンティティへ送出される。なお、もしデータリンク制御サービスの非確認モードが使用されている場

合、ＦＣＳもフレーム化される。表３に従って設定されたＣ１および／またはＣ２ビットは、そのＴＡ機

能群またはＩＷＦが（Ｒインタフェースまたは内部インタフェースで）ＦＣＳエラー、ＨＤＬＣアボート

またはオーバーランを検出したことを示すものである。Ｃ１および／またはＣ２ビットが設定されると、

該当するフレームが送出される。ＨＤＬＣアイドル状態（例えば連続的マーキング）を示すため、端末整

合プロトコルエンティティはＢＲビット“１”を含んだフレームを送出する。ＨＤＬＣアイドル状態の終

了（例えばフラグ送出の再開）を通知するため、端末整合プロトコルエンティティはＢＲビット“０”を

含んだフレームを送出する。
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　端末整合プロトコルエンティティがフレームを受信すると、各セグメントの再組立が必要となることが

ある。もし、Ｃ１およびＣ２ビットの一方または両方が“１”の場合、端末整合プロトコルエンティティ

は、以下の事項を行うことがある。

　 (a) 　フレームおよびそれまでに受信したセグメントを廃棄する。

　 (b) 　Ｒインタフェースまたは内部インタフェースに送出しているＨＤＬＣフレームを無効にする。

あるいは、

　 (c) 　Ｒインタフェースまたは内部インタフェースに送出しているＨＤＬＣフレーム内の不正ＦＣＳを

生成する。

　注１：オクテット列でないフレームのサポートは今後の研究課題である。

　注２：もし、端末整合プロトコルエンティティがＴＥ１内部にある場合、 (b)と (c)の選択については、

特に意味はない。

　注３：非確認形データ転送を使用した、５６kb/sＨＤＬＣ端末から６４kb/sＢチャネルへの整合におい

て、Ｎ２１２０（3.2.2 節参照）の値は６４バイトを越えてはならない。もし、フレームの多くが

６４バイトより短く、それらのフレーム間にアイドル間隔がない場合、ＴＡの送出側における

オーバフローの確率が高くなるかもしれない。このような場合、ＴＥ２におけるフロー制御のよ

うな制限が必要となることがある。

3.2.1.3　ビット透過動作

　ビットはフレーム化され、修正なしに送出される。個別フレームの最大長はＮ２０１より大きくはなら

ない。しかし、その他は実現方法に依存する。〔注２〕より長いフレームは、端末整合に帰する伝送遅延

を増加させるであろう。

　フレームが受信される時、データフィールドの内容はビット列として処理される。ＴＡ機能群またはＩ

ＷＦはビット列を修正しない。

　ビット透過動作においては、Ｉフレームの再送による遅延の変動が、結果的にアンダーランとなるため、

データリンク制御サービスの非確認モードを使用するほうが良い。ビット透過動作は、今後の研究課題で

ある。

〔注１〕

　セグメント化や再組立は、端末整合に関連する組立遅延を減少させる場合がある。

〔注２〕

　付録Ⅲで記述されているように、受信側におけるクロックリカバリは単一長、単一間隔で転送されるフ

レームに従っている場合がある。

3.2.2　データフィールドの長さ

　データフィールドにおけるオクテットの最大数（Ｎ２１２０）はシステムパラメータであり、その値は

Ｎ２０１（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２参照）からヘッダの長さを引いた値以下でなければならない。Ｎ２

０１におけるネゴシエーション手順についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２に記述されている。

3.2.3　ＣＳ（制御状態）情報の処理

　本節は 3.1.2 節で規定されている制御状態変数の使用方法及び制御状態情報フィールド（存在する場合

は）の処理について規定する。制御状態情報フィールドの使用はオプションである。

〔（6.3.2.4.5 項）の低位レイヤ整合性のオクテット５ｂ、ビット７参照〕以下に記述される手順は、制御
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状態情報フィールドが使用される場合のみ適用される。

　端末整合プロトコルは次に示すように、ＤＲ，ＳＲ，ＲＲ表示に関わる（端末整合プロトコルエンティ

ティにおいて保有される）６個の制御状態変数を提供する。

　１．送信変数ＤＲ（Ｓ），ＳＲ（Ｓ）及びＲＲ（Ｓ）－ＤＲ，ＳＲ及びＲＲを伴うフレームを送信する

時、それらの送信値はＤＲ（Ｓ），ＳＲ（Ｓ）及びＲＲ（Ｓ）のそれぞれの現行値と等しくなる。

　２．受信変数ＤＲ（Ｒ），ＳＲ（Ｒ）及びＲＲ（Ｒ）－ＤＲ，ＳＲ及びＲＲを伴うフレームを受信した

時、受信変数はそれぞれ、それらの表示値にセットされる。

　制御状態情報フィールドはたとえ制御状態変数が変化しない場合でも含まれることがある。ＵＩフ

レームにおける制御状態情報フィールドの使用方法は、フロー制御状態情報フィールドについて述べ

ている 3.1.2 節の場合を除いて、標準対象外である。

3.2.3.1　制御状態情報の初期設定

　（リンク初期設定後に）同位エンティティ双方によって送信された最初のＩフレーム又はＵＩフレーム

は制御状態情報オクテットを含むべきである。この制御状態情報の交換はリンク確認に続いて、すぐに行

う。もし最初のフレームが制御状態情報オクテットを含まないときは、全てのビットは１と見なされるべ

きである。すなわちＣＳビットを含む１つのフレームが受信されるまで、ＤＲ（Ｒ），ＳＲ（Ｒ）及びＲ

Ｒ（Ｒ）は「１」にセットされるべきである。

3.2.3.2　制御状態情報フィールドの送信

　送信制御状態変数が変化するときは、必ず、制御状態情報フィールドが送信される。制御状態情報

フィールドは、制御状態変数の変化に優先して（Ｒ参照点のインタフェースを経て受信した）それ以前の

データ列の全てを含む最後のフレームで、又は、別のフレームで、送信される。

　制御状態情報オクテットの内容は、対応する送信制御状態変数の状態にセットされる。ＤＲはＤＲ

（Ｓ）の、ＳＲはＳＲ（Ｓ）の、ＲＲはＲＲ（Ｓ）の各状態にセットされる。

3.2.3.3　制御状態情報フィールドの受信

　制御状態情報フィールドを受信したとき、制御フィールド表示は、受信制御状態変数と比較される。す

なわち、ＤＲ（Ｒ），ＳＲ（Ｒ）及びＲＲ（Ｒ）とＤＲ，ＳＲ，ＲＲがそれぞれ比較される。受信制御状

態変数は、それぞれの受信表示値にセットされる。

　ＳＲ（Ｒ）が「０」であり、受信した制御状態情報フィールドのＳＲ表示が「１」であれば、ＲＲ

（Ｓ）の状態は、同位エンティティがＲＲ（Ｓ）の状態を使用することによるフロー制御を行っていなけ

れば、ＳＲ（Ｒ）の状態にセットされる。（3.2.4.1 節　参照）

　ＳＲ（Ｒ）が「１」であり、受信した制御状態情報フィールドのＳＲ表示が「０」であれば、ＲＲ

（Ｓ）の状態は、同位エンティティがＳＲ（Ｒ）の状態にセットされる。

（3.2.4.1 節　参照）

　注－制御状態変数がＲ参照点におけるインタフェース制御に使用される場合で、ＲＲ（Ｓ）状態の変化

は次に示す条件のいずれかに一致すべきである。

　１．転送すべき（同位エンティティから）受信したデータがない場合には、制御動作はすぐに起動可能

である。

　２．（同位エンティティから）受信したデータが完成しておらず（例えば、プロトコルセンシティブ

モードにおいて、最終フレームが受信されていない）、かつ、ＤＲ（Ｒ）が「１」の場合、未完成
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メッセージは参照点インタフェースに届くまで（継続して）転送され、この時点で制御動作が起動さ

れることがある。

　３．（同位エンティティから）受信したデータが完成している場合、受信データはＲ参照点インタ

フェースに届くまで転送され、この時点で制御動作が起動されるべきである。

　ＤＲ（Ｒ）が「０」であり、受信した制御状態情報フィールドのＤＲ表示ビットが「１」であれば、Ｄ

Ｒ（Ｒ）は「１」にセットされる。

　ＤＲ（Ｒ）が「１」であり、受信した制御状態情報フィールドのＤＲビットが「０」であれば、ＤＲ

（Ｒ）は「０」にセットされる。

　注－制御状態変数がＲ参照点におけるインタフェース制御状態変数に使用される場合では、ＤＲ（Ｒ）

状態の変化は次に示す条件のいずれかに一致するべきである。

　１．同位エンティティから受信したユーザフレームが未完成であれば、そのフレームは廃棄される。

　２．同位エンティティから受信したユーザフレームが完成されたユーザフレームであれば、そのフレー

ムは制御動作の実施に先立ち届けられるべきである。

3.2.4　データフロー制御とバッファリング

　バッファリング、転送及びフロー制御のための手段は実現方法に依存する。本節では、データリンク制

御におけるメカニズムと同位端末整合プロトコルエンティティ間のフロー制御のための端末整合プロトコ

ルについて記述する。具体的なプロトコルメカニズムについては動作モードによる。

3.2.4.1　プロトコルセンシティブ非同期モード

　データリンク制御プロトコルのマルチフレームモードを使用中は、同位端末整合プロトコルエンティ

ティ間のフロー制御は、データリンクサブレイヤによって述べられるであろう。適用できるデータリンク

制御プロトコルメカニズムはＲＮＲフレームを送信するか、または、シーケンス状態変数Ｖ（Ｒ）の更新

を行わないことである。

　非確認モードを使用中は同位端末整合プロトコルエンティティ間のフロー制御は、（可能であれば）制

御状態情報オクテットのＲＲビットをセットすることで行われる。フロー制御はＲＲビットを「０」に

セットした制御状態情報フィールドの送信によって要求される。フロー制御状態はＲＲビットを「１」に

セットした制御状態情報フィールドの受信によって解除される。Ｈ及びＣオクテットのみのフレームは、

同位端末整合プロトコルエンティティによってフロー制御が要求されていたとしても、送信してもよい。

この目的におけるＲＲビットの使用は、半二重動作を要求するＶ．２４相互回路のマッピングとは矛盾す

るかもしれない。（付録Ⅱ参照）

　注－いくつかのアプリケーションにおいて、（たとえば、Ｒ参照点インタフェースにおいて使用するプ

ロトコルにおいて）ローカルフロー制御を使用してもよい。これらの手順の使用は実現方法に依存

する。このような手順の例としてＶ．２４相互接続回路を使用した信号及び「Ｘ－ＯＦＦ」、「Ｘ

－ＯＮ」キャラクタの使用がある。

3.2.4.2　プロトコルセンシティブ同期モード

　プロトコルセンシティブ同期モードでは、オーバーランやアンダーラン状態が、ＴＡ機能群（すなわち

Ｒ参照点インタフェース）あるいはＩＷＦ（すなわちＩＷＦの非ＩＳＤＮインタフェース）において起こ
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りうる。Ｒ参照点インタフェースでの手順は 7.3 節に記述されている。

　もし、フレームの１つ以上のセグメントが同位端末整合プロトコルエンティティに送信された後にその

フレームの送信をアボートする必要が生じた場合、送信される最後のセグメントの‘Ｈ’オクテットのＢ

およびＦビットは‘最終フレーム’（表２参照）に、Ｃ１およびＣ２ビットは‘ＴＡオーバーラン’（表

１参照）にセットされなければならない。残りのセグメントは廃棄されなければならない。（この手順は、

Ｒ参照点インタフェースあるいはＩＷＦの非ＩＳＤＮインタフェースにおけるオーバーランの場合に、そ

れぞれＴＡ機能群あるいはＩＷＦによって使用されるためのものである。Ｒ参照点でのアンダーラン状態

は、アボートの送信あるいはＦＣＳエラーにより発生する。）

　ＨＤＬＣのフロー制御は、端末整合プロトコルによってサポートされていない手順の要素を必要とする

ので、内部でのオーバーフロー状態はユーザフレームを廃棄することで処理されてもよい。消失フレーム

の回復はユーザ間（たとえばＴＥ２間）で行われるだろう。

3.2.4.3　ビット透過モード

　ビット透過モードにおいては、バッファが不十分であったり、不適当なクロックリカバリ能力が提供さ

れる場合にオーバーランやアンダーランが発生するかもしれない。ユーザ（たとえばＴＥ２）間の速度が

異なっている場合は不可能である。

　注１－アンダーラン状態は、マーク保持状態（たとえば、Ｒ参照点インタフェースを通しての連続した

マークの送信）として扱われてもよい。

　注２－端末整合プロトコルエンティティが同位エンティティへ送信されるデータを処理できない場合

（たとえばバッファオーバーフロー）、処理できないデータを廃棄してもよい。

3.2.5　パラメータのネゴシエーション

　ベアラチャネルの設定時のパラメータのネゴシエーションは、回線モード動作に対するＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｑ９３１およびフレームモード動作に対するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に規定された手順に従う。論理

リンクのネゴシエーション時のパラメータの特定値は、「呼設定」メッセージ内に所要パラメータを含む

低位レイヤ整合性情報要素を含ませることによって要求することができる。受信側ＴＡは、「応答」メッ

セージによって応答することにより、要求されたパラメータ値を受入れる。受信側ＴＡが、「呼設定」

メッセージに含まれるパラメータ値を受入れない場合は、当該ＴＡは、「応答」メッセージの低位レイヤ

整合性情報要素に所要値を含ませることにより交渉してもよい。発信側ＴＡは、理由表示番号２１「通信

拒否」を伴う切断復旧を開始することにより、「応答」メッセージで受信したパラメータを拒否してもよ

い。

４．データリンク制御プロトコル

　データリンク制御プロトコルは、フレームモードベアラサービスあるいは回線モードベアラサービスの

動作に関するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２に従わなければならない。

　フレームリレーベアラサービスの動作のために、付録Ｉ／ＪＴ－Ｑ９２２の輻輳制御メカニズムの使用

を推奨する。
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4.1　データリンク制御のサービスモード

　データリンク制御サブレイヤには２つの（ユーザ情報転送のための）サービスモードがある。

　1) 　非確認形サービスは、以下に記述するオプションのリンク確認手順のためのＸＩＤコマンドとレス

ポンスフレームの交換およびＵＩコマンドフレームの使用（標準ＪＴ－Ｑ９２２参照）によって提供

される。

　2) 　マルチフレームサービス（確認形および非確認形転送をサポートする）は、リンク確認のためのＳ

ＡＢＭＥとＵＡフレームの交換およびＩ、ＵＩコマンドフレームの使用（標準ＪＴ－Ｑ９２２参照）

によって提供される。

　注－同期（ＨＤＬＣ）モード動作時のデータ構成の完全性のために、実践的には、マルチフレーム確認

形情報（“Ⅰ”）転送手順が使用されることを強く推奨する。

4.2　データリンク接続の確認手順

　レイヤ２の動作において２つのモードが規定されている。つまりマルチフレームモードとＵＩフレーム

単一モードである。この節では、これらのモードでの接続あるいはリンクの確認手順について述べる。接

続あるいはリンクの確認はエンド・エンドの伝送路の存在と反対側の端で応答する機器の存在を決定する

ために各々のＴＡ（ＴＥ２あるいはＩＷＦと接続されている）あるいはＴＥ１により使用される手順であ

る。

　この節で、「カットスルー表示」というのは、応答あるいは応答確認メッセージの受信のことを言う。

一般に、マルチフレームモードまたはＵＩフレーム単一モードについて接続あるいはリンクの適切な確認

を保証するために、カットスルー表示に先だってどんなフレームも送信あるいは受信してはならない。

　まだ接続されていないＴＡに送信する可能性を減らすために、

　1) 　網から応答メッセージを受信するＴＡは常に、接続を初期化するためのフレームを送るべきである。

そして、

　2) 　網から応答確認メッセージを受信するＴＡは１つのフレームを送信する前に、Ｔ２００の間待つか、

あるいは１つのフレームを受信するまで（最初に来ればどのフレームでもよい）待つべきである。

　注－これらの手順はすべての論理リンクに適用される。

4.2.1　マルチフレームモードのリンク確認

　マルチフレームモードにおいては、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２中で規定されたＳＡＢＭＥ／ＵＡの交換

によりデータリンクの存在を十分に確認できる。

4.2.2　非確認形モード（のみ）のリンク確認

　ＵＩフレーム単一モードにおいては、カットスルー表示を受信した後、ＴＡはＸＩＤコマンドを送信し

タイマＴＭ２０をスタートしなければならない。ＸＩＤコマンドを受信したＴＡは、ＸＩＤレスポンスで

応答しなければならない。ＸＩＤレスポンスを受信したなら、ＴＡはＴＭ２０を止めた後データ送信を始

めてもよい（リンクが確立される）。

　もしＸＩＤレスポンスを受信する前にＴＭ２０が満了した場合、ＴＡはＸＩＤコマンドを再送し送信カ

ウントＮＭ２０をインクリメントし、ＴＭ２０を再スタートさせなければならない。
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　もしＴＭ２０が満了し再送カウントが再送の最大許容回数と等しい場合、ＴＡはデータ送信を始めても

あるいは呼を捨ててもよい。

　ＴＭ２０とＮＭ２０の値は、各々Ｔ２００とＮ２００の値と同じ考えによって決定されるべきである。

（標準ＪＴ－Ｑ９２２の付録参照）このリンク確認手順は、ＸＩＤフレームの情報フィールドについて規

定するものではないため、どのような情報のコーディングも認められる。

　この手順は、リンクの確認を要求しないようなアプリケーションでは必要ない。

4.2.3　マルチフレームモードリンクの確認と非確認モードリンクの確認の衝突

　ＳＡＢＭＥを送信したＴＡ（またはＴＥ１）がＸＩＤコマンドを受信した時はＸＩＤレスポンスを送り、

同じ状態に留まらなければならない。

　ＸＩＤコマンドを送信したＴＡまたはＴＥ１がＳＡＢＭＥを受信したときは、ＤＭレスポンスかまたは

ＵＡレスポンスを送らなければならない。

５．フレームモードベアラサービス動作のプロトコル仕様

　３章に記述された端末整合プロトコル仕様はフレームモードベアラサービスによって提供されてもよい。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に記述されているフレームモードケースＡかまたはケースＢを用いてもよい。

5.1　物理プロトコル

　物理レイヤプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０かまたはＪＴ－Ｉ４３１に記述されている。フレー

ムモードアクセス接続はＢチャネルまたはＨ０　チャネルまたはＨ１０チャネルまたはＨ１１チャネルまたは

Ｄチャネル上で動作してよい。

5.2　データリンクプロトコル

5.2.1　データリンクコアプロトコル

　データリンクコアプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２の付属資料Ａに記述されている。付録Ｉ／Ｊ

Ｔ－Ｑ９２２に輻輳制御手順の使用が推奨されている。

5.2.2　フレームスイッチングのためのデータリンクプロトコル

　データリンクプロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２２に記述されている。

5.3　信号プロトコル

　フレームモード接続の確立を要求するために、信号プロトコルはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３３に従う。

ケースＡまたはケースＢを適用する。

　低位レイヤ整合性情報要素（ＪＴ－Ｑ９３３）中のユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５）は

ＴＴＣ標準速度整合ＪＴ－Ｖ１２０とコード化する。このことは本情報要素のオクテット５ａ、オクテッ

ト５ｂの存在を、また、オプショナルなオクテット５ｃとオクテット５ｄの存在を表している。残された

フィールドと本情報要素のオクテットグループのコーディングは本標準の個々のアプリケーションによる。

６．回線交換モードベアラサービス動作のプロトコル仕様

6.1　物理プロトコル

　回線交換ベアラサービス動作のために物理レイヤはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０またはＪＴ－Ｉ４３１に

記述されている。本プロトコルはＢチャネル、Ｈ０　チャネル、Ｈ１０チャネルまたはＨ１１チャネル上の動

作に適用する。回線交換ベアラコネクションの確立は交換形接続または半固定接続でもよい。
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6.2　データリンクコアプロトコル

6.2.1　概　要

　データリンクコアフレームのフォーマットは図３／ＪＴ－Ｖ１２０参照。

　フラグシーケンス、透過性、フレームチェックシーケンスおよびフォーマット規定の定義はＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｑ９２２に従う。

6.2.2　アドレスフィールド

6.2.2.1　ＬＬＩフィールド

　アドレスフィールドのフォーマットを図６－１／ＪＴ－Ｖ１２０に示す。

　ＬＬＩ０とＬＬＩ１フィールドは１３ビットの論理リンク識別子（ＬＬＩ）フィールドとして、または

２つの別なフィールドとして扱われるかもしれない。

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ ビット

ＬＬＩ０ Ｃ／Ｒ ＥＡ０ ｵｸﾃｯﾄ 2

 (ｱﾄﾞﾚｽｵｸﾃｯﾄ 1)

ＬＬＩ１ ＥＡ１ ｵｸﾃｯﾄ 3

 (ｱﾄﾞﾚｽｵｸﾃｯﾄ 2)

　ＬＬＩ０：ＬＬＩの上位６ビット

　ＬＬＩ１：ＬＬＩの下位７ビット

　Ｃ／Ｒ　：コマンド／レスポンスビット

　ＥＡ０　：オクテット２アドレス拡張ビット　「０」にセット

　ＥＡ１　：オクテット３アドレス拡張ビット　「１」にセット

（アドレスフィールドが２オクテットのため）

図６－１／ＪＴ－Ｖ１２０　回線交換モードアプリケーションにおける

(CCITT V.120) アドレスフィールドフォーマット

　ＬＬＩはＬＬＩ０とＬＬＩ１フィールドの連結と考えられる。ＬＬＩは０～８１９１の値をとることが

できる。表６－１／ＪＴ－Ｖ１２０にＬＬＩの予約値を示す。

表６－１／ＪＴ－Ｖ１２０　回線交換モードアプリケーションにおける

(CCITT V.120) ＬＬＩ予約値

ＬＬＩ 機　　　　　能

０ インチャネル信号

１～２５５ 予約済み

２５６ デフォルトＬＬＩ

２５７～２０４７ ＬＬＩ割り当て用

２０４８～８１９０ 予約済み

８１９１ インチャネルレイヤマネジメント
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6.2.2.2　アドレス拡張ビット（ＥＡ）

　アドレスフィールドの範囲は、アドレスフィールドの最終オクテットを表すためにアドレスフィールド

のオクテットの最初に送られるビット１の使用により拡張される。アドレスフィールドのオクテットの

ビット１が「１」であれば、それがアドレスフィールドの最後である。

6.2.2.3　Ｃ／Ｒビット

　Ｃ／Ｒビットはフレームがコマンドかレスポンスかを識別する。Ｃ／Ｒビットは双方向で対称に使われ、

表６－２／ＪＴ－Ｖ１２０に示すようにコーディングされる。

表６－２／ＪＴ－Ｖ１２０　Ｃ／Ｒビットのコーディング

(CCITT V.120)

Ｃ／Ｒ 意　　味

０ コマンド

１ レスポンス

6.3　信号プロトコル

　本章では以下に示す信号プロトコルが述べられている。

　　ａ．基礎的な回線モードベアラ接続の設定と解除、および

　　ｂ．回線モードベアラ接続で多重される論理リンクの設定と解除

　回線モードベアラ接続の設定と解除の手順は、通信の呼毎設定に対してだけ求められる。

　論理リンクの設定と解除の手順は、論理リンクの呼毎設定に対してだけ使用される。

　論理リンクの半固定設定の手順についても定義されている。どちらの手順を、呼毎あるいは半固定の回

線モードベアラ接続のどちらに使用しても良い。

　論理リンク設定プロトコルを標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されているプロトコルと区別するため、異なる

プロトコル識別子が使用される。（6.3.2.4.1 節参照）

6.3.1　基本的な回線交換ベアラ接続の設定

　回線交換ベアラ接続の呼毎設定と解除は、標準ＪＴ－Ｑ９３１のフォーマットと手順を使用すべきであ

る。

　呼設定メッセージにて、伝達能力情報要素は回線モードを示す為コーディングされるべきで、ディジタ

ル情報を制限すべきではない。

　低位レイヤ整合性情報要素は回線モードを示す為コーディングされるべきで、ＴＴＣ標準速度整合ＪＴ

－Ｖ１２０でディジタル情報を制限すべきではない。標準ＪＴ－Ｑ９３１付属資料Ｍを使用するなら、交

渉表示（オクテット５ａ）は「アウトバンド交渉可能」としてコーディングされるべきである。6.3.2 節の

手順を支持するなら、ＬＬＩ交渉（オクテット５ｂ）は「ＬＬＩ交渉」としてコーディングされるべきで

ある。あるいは、デフォルトＬＬＩ＝２５６としてだけコーディングされるべきである。低位レイヤ整合

性情報要素の残りのフィールドはデフォルトＬＬＩ＝２５６で使用される特定の値を示すためにコーディ

ングされるべきである。
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6.3.2　論理リンクの設定

　基本的な回線交換ベアラ接続が設定されるとき、ＬＬＩ＝２５６により認められた論理リンクは同時に

設定される。付加ＤＬＣＩは同位エンティティ間の事前協定により設定される場合がある。

　論理リンク交渉手順は、標準ＪＴ－Ｑ９３１呼対応一時信号接続のＩＳＤＮＤチャネルのユーザ情報

メッセージにより行われる、あるいは、標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順の要素（すなわち、ＵＩまたはＩフ

レーム）を使用してベアラチャネル上の論理リンク０により行われる。方法の選択は端末装置のオプショ

ンであり、エンド・エンドＩＳＤＮ信号能力の有効により部分的に決定される。異なるオプションを用い

ている装置間の論理リンクのオプション設定は可能である。

　論理リンク設定プロトコルは、その使用のため準備されたＬＬＩ＝０により認められた論理リンクで行

われる。このプロトコルは、マルチフレームモード（限定使用）あるいは、データリンクコントロール

サービスの非確認モードを使用する。端末アダプションプロトコルヘッダは本プロトコルでは使用されな

い。

　データリンクコントロールエンティティは、「デフォルト被割当側」か「デフォルト割当側」どちらか

に指定されるべきである。通常、デフォルト割当側は複数のＬＬＩを割り当てる。一方、デフォルト被割

当側は交渉中割当側の役割を引き受けることを必要とする場合がある。低位レイヤ整合性情報要素の割当

側／被割当側フィールド（オクテット５ｂ）はこのプロトコルを使用する論理リンクの設定中使用される

べきである。

6.3.2.1　回線交換ベアラ接続設定中の論理リンク設定

　最初の論理リンクはデフォルトＬＬＩ＝２５６により双方のデータリンクコントロールエンティティ間

を設定する。これはＬＬＣ情報要素に規定された情報を使う。

　低位レイヤ整合性がエンド－エンドに通知されない接続において、データリンクコントロールエンティ

ティはオプションを設定するためには事前協定に従わなければならない。事前協定がない場合、呼は拒否

され、デフォルトを仮定しそれに近い値により動作を試みる。または、ＬＬＩ＝０におけるバンド内のＬ

ＬＩ＝２５６のＬＬＣパラメータの呼設定を使い値を交渉することも可能である。

6.3.2.2　回線交換ベアラ接続起動における論理リンク設定

　プロトコル交換はベアラチャネル内のＬＬＩ＝０により実行する。

6.3.2.2.1　ＬＬＩ被割当側

　もしデータリンクコントロールエンティティが被割当側であることに取り決められたならば、追加され

る呼設定メッセージのＬＬＣ情報要素の割当側／被割当側フィールドを「０」に設定しなければならない。

　被割当側のデータリンクコントロールエンティティはＬＬＩ情報要素なしの呼設定メッセージを送るこ

とにより追加的な論理リンクを要求する。この呼設定メッセージを受信したデータリンクコントロールエ

ンティティは応答メッセージのＬＬＩ情報要素を含ませることによりＬＬＩを割り当てる。
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6.3.2.2.2　ＬＬＩ割当側

　もしデータリンクコントロールエンティティが割当側であることに取り決められたならば、追加される

呼設定メッセージのＬＬＣ情報要素の割当側／被割当側フィールドを「１」に設定しなければならない。

　割当側のデータリンクコントロールエンティティはＬＬＩ情報要素を含む呼設定メッセージを送ること

により追加の論理リンクを設定する。受信したデータリンクコントロールエンティティは応答メッセージ

で応答し、呼設定メッセージに備えられている情報を使い論理リンクを設定する。

6.3.2.2.3　双方の属性がデフォルト被割当側時の衝突の解決

　デフォルト以外の論理リンクに要求を開始した最初のデータリンクコントロールエンティティは、被割

当側の役割を果たさなければならない。要求を受け取ったデータリンクコントロールエンティティは割当

側の役割を果たさなければならない。

　もし両方のデータリンクコントロールエンティティが同時に呼設定メッセージを送信した場合、より大

きな呼番号を含む呼設定メッセージ（標準ＪＴ－Ｑ９３１の呼番号の定義参照）が受け付けられ、上記の

手順により処理される。少ない呼番号の呼設定メッセージへの応答は、解放完了メッセージである。同じ

呼番号の呼設定メッセージならば、両方とも解放完了メッセージによりクリアされ、データリンクコント

ロールエンティティは異なる呼番号を選択し再度試みる。

6.3.2.3　論理リンクの設定および解放のために使用されるメッセージ

　ベアラチャネル内に論理リンクを設定するために、以下のメッセージを使用する。

呼設定：「呼設定」(SETUP)

「応答」(CONNECT)

呼切断：「解放」(RELEASE)

「解放完了」(RELEASE COMPLETE)

6.3.2.3.1　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは、新たな論理リンクの設定要求を伝えるために、どちらか一方のＴＡに関係する信号プ

ロトコルエンティティが送信する。本メッセージは、プロトコル識別子、呼番号、及びメッセージ種別を

含んでいなければならない。低位レイヤ整合性情報要素を、オプションとして「呼設定」(SETUP) メッ

セージ中に含めてもよい。信号プロトコルエンティティがＬＬＩの割当を行う場合、「呼設定」(SETUP)

メッセージ中に論理リンク識別子情報要素を含まなければならず、相手の信号プロトコルエンティティに

ＬＬＩを要求する場合は、含めてはならない。（例えばＲ参照点で）物理インタフェース選択が要求され

るアプリケーションでは、サブアドレス情報要素を使用してもよい。「呼設定」(SETUP) メッセージで使

用される情報要素については、表６－３／ＪＴ－Ｖ１２０参照のこと。
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表６－３／ＪＴ－Ｖ１２０　「呼設定」(SETUP）メッセージ内容

(CCITT V.120)

情　報　要　素 参照箇所 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子 6.3.2.4.1 Ｍ １

呼番号 6.3.2.4.3 Ｍ ２

メッセージ種別 6.3.2.4.2 Ｍ １

論理リンク識別子 6.3.2.4.6 Ｏ

（注１）

４

着サブアドレス 6.3.2.4.7 Ｏ

（注２）

２－23

発サブアドレス Ｏ

（注３）

２－23

低位レイヤ整合性 6.3.2.4.5 Ｏ

（注４）

２－13

Ｍ　－必　須

Ｏ　－オプション

　　注１－発側のユーザが接続のためにＬＬＩを割り当てる場合に含まれる。

　　注２－発側のユーザが端末アダプタと関連する特別な物理インタフェース（例えばＲ参照点）を選択

したい場合に含まれる。

　　注３－発側のユーザの端末アダプタと関連する特別な物理インタフェース（例えばＲ参照点）を確認

することが要求される場合に含まれる。

　　注４－発側のユーザが着側のユーザに低位レイヤ整合性情報要素を伝えたい時に含まれる。

6.3.2.3.2　「応答」(CONNECT）

　本メッセージは、追加論理リンクの設定要求を受け付けたことを示すために、「呼設定」(SETUP）

メッセージを受信した、ＴＡに関係する信号プロトコルエンティティが送信する。本メッセージは、プロ

トコル識別子、呼番号、及びメッセージ種別を含んでいなければならない。「応答」(CONNECT）メッ

セージ中には、オプションとして低位レイヤ整合性情報要素を含めていてもよい。論理リンク識別子情報

要素は、「呼設定」(SETUP）メッセージ中にそれが含まれていない場合には含まなければならず、含ま

れている場合には含めない。「応答」(CONNECT) メッセージで使用する情報要素ついては、表６－４／

ＪＴ－Ｖ１２０参照のこと。
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表６－４／ＪＴ－Ｖ１２０　「応答」(CONNECT) メッセージ内容

(CCITT V.120)

情　報　要　素 参照箇所 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子 6.3.2.4.1 Ｍ １

呼番号 6.3.2.4.3 Ｍ ２

メッセージ種別 6.3.2.4.2 Ｍ １

論理リンク識別子 6.3.2.4.6 Ｏ

（注１）

４

低位レイヤ整合性 6.3.2.4.5 Ｏ

（注２）

２－13

Ｍ　－必　須

Ｏ　－オプション

　　注１－着側がＬＬＩを割り当てる時に含まれる。

　　注２－着側のユーザが発側のユーザと低位レイヤ整合性情報の交渉を行う時に含まれる。

6.3.2.3.3　「解放」(RELEASE）

　「解放」(RELEASE）メッセージは、ＴＡに関係する信号プロトコルエンティティが呼番号と論理リン

クを解放しようとしていること、及び本メッセージを受信した信号プロトコルエンティティは「解放完

了」 (RELEASE COMPLETE) メッセージを送信後、論理リンクを解放し、呼番号を解放する準備を行わ

なければならないことを伝えるために使用される。本メッセージは、プロトコル識別子、呼番号、メッ

セージ種別及びオプションとして理由表示情報要素を含んでいなければならない。「解放」(RELEASE)

メッセージで使用する情報要素については、表６－５／ＪＴ－Ｖ１２０参照のこと。

表６－５／ＪＴ－Ｖ１２０　「解放」(RELEASE）メッセージ内容

(CCITT V.120)

情　報　要　素 参照箇所 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子 6.3.2.4.1 Ｍ １

呼番号 6.3.2.4.3 Ｍ ２

メッセージ種別 6.3.2.4.2 Ｍ １

理由表示 6.3.2.4.4 Ｏ ２－４

Ｍ　－必　須

Ｏ　－オプション
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6.3.2.3.4　「解放完了」(RELEASE COMPLETE)

　「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージは、メッセージを送信した側のＴＡに関係する信号プ

ロトコルエンティティが論理リンクと呼番号を解放したことを伝えるために送信される。本メッセージは、

プロトコル識別子、呼番号、メッセージ種別及びオプションとして理由表示情報要素を含んでいなければ

ならない。「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージで使用する情報要素については、表６－６／

ＪＴ－Ｖ１２０参照のこと。

表６－６／ＪＴ－Ｖ１２０　「解放完了」（RELEASE COMPLETE）メッセージ内容

(CCITT V.120)

情　報　要　素 参照箇所 種　　別 情　報　長

プロトコル識別子 6.3.2.4.1 Ｍ １

呼番号 6.3.2.4.3 Ｍ ２

メッセージ種別 6.3.2.4.2 Ｍ １

理由表示 6.3.2.4.4 Ｏ ２－４

Ｍ　－必　須

Ｏ　－オプション

6.3.2.4　情報要素

　本節は、論理リンク交渉手順に使用される情報要素のフォーマットを規定し、これら情報要素に含まれ

る特有のオクテットのコーディングを記述する。これら情報要素のフォーマットに含まれる他の全てのオ

クテットは、標準ＪＴ－Ｑ９３１に従ってコーディングされる。

6.3.2.4.1　プロトコル識別子

　プロトコル識別子は標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義される。これは以下のようにコーディングしなければな

らない。

ビット

８７６５４３２１

０００００１１１ ＪＴ－Ｖ１２０速度整合

　このコーディングは標準ＪＴ－Ｑ９３１と対応している。

6.3.2.4.2　メッセージ種別

　メッセージ種別の内容は標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義されている。

6.3.2.4.3　呼番号

　呼番号は標準ＪＴ－Ｑ９３１に定義されている。呼番号フィールドは２オクテット長であるべきであり、

呼番号値の長さは１オクテット長であるべきである。ダミー呼番号及びグローバル呼番号は使用されるべ

きではない。
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6.3.2.4.4　理由表示 (CAUSE)

　理由表示情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ９３１で定義されるようにしなければならない。理由表示情報要素

の形式は、図６－２／ＪＴ－Ｖ１２０に示される。次に示す理由表示値のみが使用される。

＃１６　正常切断

＃２１　通信拒否

その他の値は、すべて予約済である。オプションの診断フィールドが含まれる場合がある。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

理由表示

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １

情報要素識別子

理由表示内容長 ２

１

拡　張

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

１

拡　張

理由表示値 ４

理由表示値

１６　正常切断

２１　通信拒否

図６－２／ＪＴ－Ｖ１２０　理由表示情報要素

(CCITT V.120)
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6.3.2.4.5　低位レイヤ整合性 (Low layer compatibility)

　低位レイヤ整合性情報要素は、パラメータ交渉のために呼設定メッセージおよび応答メッセージに含ま

れて使用する。図６－３／ＪＴ－Ｖ１２０に低位レイヤ整合性情報要素を定義する。

ビット ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

低位レイヤ整合性

０ １ １ １ １ １ ０ ０ １

情報要素識別子

低位レイヤ整合性内容長 ２

１

拡　張

コーディング

標　準

情報転送能力 ３

１

拡　張

転送モード 情報転送速度 ４

０／１ ０　　　　１ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ５＊

拡　張 レイヤ１識別

０／１

拡　張

同期／

非同期

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ

交　渉

ユーザ速度 ５ａ＊

注

０／１

拡　張

ヘッダ ﾏﾙﾁ

ﾌﾚｰﾑ

動　作

モード

ＬＬＩ

交　渉

割当／

被割当

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ

/ｱｳﾄﾊﾞﾝ

ド交渉

０

予　備

５ｂ＊

注

０／１

拡　張

ストップ

ビット数

データ

ビット数

パリティ情報 ５ｃ＊

注

１

拡　張

二　重

モード

モデムタイプ ５ｄ＊

注

１ １ ０ ユーザ情報レイヤ２プロトコル ６＊

拡　張 レイヤ２識別

１ １ １ ユーザ情報レイヤ３プロトコル ７＊

拡　張 レイヤ３識別

＊オプションフィールド

（注）本オクテットは、オクテット５が速度整合を表示した場合のみ含まれる。

図６－３／ＪＴ－Ｖ１２０　低位レイヤ整合性情報要素

(CCITT V.120)
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　低位レイヤ情報要素の各オクテットのフィールドのコーディング内容を以下に示す。

コーディング標準（オクテット３）

ビット

７６

００ ＣＣＩＴＴ勧告およびＴＴＣ標準（この場合下記コーディングによる）

情報転送能力（オクテット３）

ビット

５４３２１

０１０００ 非制限デジタル情報

転送モード（オクテット４）

ビット

７６

００ 予約済み

情報転送速度（オクテット４）

ビット

５４３２１

０００００ 予約済み

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５）

ビット

５４３２１

０１０００ 端末速度整合（本標準）

　本コーディングは、オクテット５ａ、５ｂおよびオプションでオクテット５ｃ、５ｄの存在を示す。

同期／非同期（オクテット５ａ）

ビット

７

０ 同期

１ 非同期

　（注）オクテット５ｃ、５ｄは、半二重動作を除く同期ユーザ速度の場合に省略される。

インバンド交渉（オクテット５ａ）

　（注）本フィールドは、予約済みとして取り扱われる。送信は０に設定し、受信は無視とする。
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ユーザ速度（オクテット５ａ）

ビット

５４３２１

０００００ 未提示

００００１ 0.6kbit/s

０００１０ 1.2kbit/s

０００１１ 2.4kbit/s

００１００ 3.6kbit/s

００１０１ 4.8kbit/s

００１１０ 7.2kbit/s

００１１１ 8.0kbit/s

０１０００ 9.6kbit/s

０１００１ 14.4kbit/s

０１０１０ 16.0kbit/s

０１０１１ 19.2kbit/s

０１１００ 32.0kbit/s

０１１０１ 38.4kbit/s

０１１１０ 48.0kbit/s

０１１１１ 56.0kbit/s

１０１１０ 0.100kbit/s

１０１１１ 0.075／1.2kbit/s

１１０００ 1.2／0.075kbit/s

１１００１ 0.050kbit/s

１１０１０ 0.075kbit/s

１１０１１ 0.110kbit/s

１１１００ 0.150kbit/s

１１１０１ 0.200kbit/s

１１１１０ 0.300kbit/s

１１１１１ 12.0kbit/s

速度整合ヘッダ／ヘッダ無し（オクテット５ｂ）

ビット

７

０ 端末アダプションヘッダを含まない

１ 端末アダプションヘッダを含む

論理リンクにおけるマルチフレーム確認型設定サポート（オクテット５ｂ）

ビット

６

０ マルチフレーム確認型設定をサポートしない。ＵＩフレームのみ可。

１ マルチフレーム確認型設定をサポートする。
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動作モード（オクテット５ｂ）

ビット

５

０ ビット透過モード動作

１ プロトコルセンシティブモード動作

ＬＬＩ交渉（オクテット５ｂ）

ビット

４

０ デフォルトＬＬＩ＝２５６のみ使用

１ 完全なＬＬＩ交渉

割当／被割当（オクテット５ｂ）

ビット

３

０ メッセージ発側は「デフォルト被割当」

１ メッセージ発側は「割当」

インバンド／アウトバンド交渉（オクテット５ｂ）

ビット

２

１ 交渉は論理リンク０を用いてインバンドで行う

ストップビット数（オクテット５ｃ）

ビット

７６

００ 未使用

０１ １ビット

１０ 1.5 ビット

１１ ２ビット

　（注）もしオクテット５ａのビット７が０ならば、これらのビットが存在する場合、送信は０に設定さ

れ受信は無視される。

パリティビットを除外したデータビット数（オクテット５ｃ）

ビット

５４

００ 未使用

０１ ５ビット

１０ ７ビット

１１ ８ビット
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　注１－データビット数は、対向する端末アダプションプロトコルエンティティ間のインタフェースを通

して転送するデータビット数を参照する。

　注２－対向する端末アダプションプロトコルエンティティ間で転送されるキャラクタ構造は、８ビット

を越えない。従って、このフィールドが８ビットにコーディングされた場合は、パリティ情報

フィールドは「パリティ無し」にコーディングしなければならない。このことは、パリティ情報

を付加したキャラクタ構造の場合、パリティビットは送信側端末アダプションプロトコルエン

ティティで除去され、受信側で再生成されなければならない。

　注３－データビット８ビットでパリティ無しのキャラクタは、同様にコーディングされるべきである。

　注４－もしオクテット５ａのビット７が０で、これらのビットが存在するならば、送信は０に設定され

受信は無視される。

パリティ情報（オクテット５ｃ）

ビット

３２１

０００ 奇数

０１０ 偶数

０１１ 無し

１００ ０に強制指定

１０１ １に強制指定

　注１－パリティ情報はＳ参照点、Ｔ参照点またはＵ参照点におけるインタフェースを参照する。

　注２－もしオクテット５ａのビット７が０で、これらのビットが存在するならば送信は０に設定され受

信は無視される。

二重モード（オクテット５ｄ）

ビット

７

０ 半二重

１ 全二重

モデムタイプ（オクテット５ｄ）

　ビット１から６は、網特有の規則に従ってコーディングされる。

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６）

ビット

５４３２１

００００１ ＩＳＯ　１７４５基本モード

０００１０ 標準ＪＴ－Ｑ９２１（Ｉ４４１）

００１１０ 標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレベル

０１０００ 拡張ＬＡＰＢ：半二重用（Ｔ．７１）

０１００１ ＨＤＬＣ　ＡＲＭ（ＩＳＯ　４３３５）

０１０１０ ＨＤＬＣ　ＮＲＭ（ＩＳＯ　４３３５）

０１１００ ＨＤＬＣ　ＡＢＭ（ＩＳＯ　４３３５）

０１１００ ＬＡＮ　論理リンクコントロール（ＩＳＯ　８８０２／２）

０１１０１ 標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順
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ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７）

ビット

５４３２１

０００１０ 標準ＪＴ－Ｉ４５１／Ｑ９３１

００１１０ 標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレベルプロトコル

００１１１ ＩＳＯ　８２０８（データ端末のためのＸ．２５パケットレベルプロトコル）

０１０００ ＩＳＯ　８３４８（ＩＳＯ　８２０８と標準ＪＴ－Ｘ２５のＯＳＩコネクションオリエ

ンテッド網サービスの特定サブセット）

０１００１ ＩＳＯ　８４７３（ＯＳＩ　コネクションレスサービス）

０１０１０ ＣＣＩＴＴ勧告Ｔ．７０ミニマムネットワークレイヤ）

6.3.2.4.6　論理リンク識別子

　論理リンク識別子情報要素はベアラチャネル内の論理リンクを識別するために用いる。本情報要素のデ

フォルト長は４オクテットである。論理リンク識別子情報要素は図８に示すようにコーディングする。

ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

論理リンク識別子

０ ０ ０ １ １ ０ ０ １ １

情報要素識別子

論理リンク識別子内容長 ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

０ ０

予　備

論理リンク識別子

（上位６ビット）

３

１

拡　張

論理リンク識別子

（下位７ビット）

４

図８／ＪＴ－Ｖ１２０　論理リンク識別子情報要素

(CCITT V.120)

6.3.2.4.7　着サブアドレス

　オプションの着サブアドレスはアプリケーションとして含まれてよい（例えばＲ参照点インタフェース

での特別なＴＥ２を選択するために）。このオプショナル情報要素は特別なＴＥ２又はターミナルアダプ

タ配下のＲ参照点インタフェースを選択するために「呼設定」(SETUP) メッセージに含まれる。着サブア

ドレス情報要素は図９に示されるようにコーディングされる。
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ビット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ オクテット

着サブアドレス

０ １ １ １ ０ ０ ０ １ １

情報要素識別子

着サブアドレス内容長 ２

１

サブアドレス種別

偶数／

奇数

０ ０ ０ ３

拡　張 表示 予　備

サブアドレス情報 ４以降

図９／ＪＴ－Ｖ１２０　着サブアドレス情報要素

(CCITT V.120)

サブアドレス種別（オクテット３）

ビット

７６５

０００ ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２）

０１０ ユーザ特有サブアドレス

偶数／奇数表示（オクテット３）

ビット

４

０ アドレス信号の数が偶数

１ アドレス信号の数が奇数

　（注）偶数／奇数表示はサブアドレス種別がユーザ特有サブアドレスで使用されコーディングはＢＣＤ

である。

サブアドレス情報（オクテット４以降）

　ＮＳＡＰアドレス（Ｘ．２１３／ＩＳＯ　８３４８　ＡＤ２）はＡＦＩ(Authority and Format Identifier)

を含むオクテット４で定義されるフォーマットでなければならない。そのコーディングはＸ．２１３／Ｉ

ＳＯ　８３４８　ＡＤ２で定義された推奨２進符号化に従う。

　ユーザ特有サブアドレスに対しては、このフィールドは最大２０オクテットでユーザの仕様に従って

コーディングされる。Ｘ．２５網とインタワークする場合はＢＣＤコーディングが適用されなければなら

ない。

6.3.2.5　論理リンクコントロール手順

　本オプション手順は、デフォルト値（ＬＬＩ＝２５６）以外の論理リンクを交渉するための方法を定義

している。ベアラチャネルの設定及び切断復旧に関しては標準ＪＴ－Ｑ９３１の手順に従う。

＝＝
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6.3.2.5.1　論理リンク設定

　論理リンクは「呼設定」(SETUP)メッセージを送出することにより、どちらの信号プロトコルエンティ

ティから設定してもよい。

　「呼設定」(SETUP)メッセージを送出する信号プロトコルエンティティがＬＬＩを割当てる場合、「呼

設定」(SETUP)メッセージに論理リンクのためのＬＬＩ割当値を含まなければならない。

　信号プロトコルエンティティがＬＬＩを割当てない場合には「呼設定」(SETUP）メッセージにＬＬＩ

情報要素を含んではいけない。この場合には、受信側ＴＡが「応答」(CONNECT）メッセージにＬＬＩ情

報要素を含ませることによりＬＬＩは割当てられる。

　信号プロトコルエンティティは「呼設定」(SETUP)メッセージを送出し、タイマＴ３０３を開始し、

「発呼」状態に遷移することにより論理リンクを要求できる。

　「呼設定」(SETUP)メッセージに対する応答がタイマＴ３０３の最初のタイムアウト以前に得られない

場合は、「呼設定」(SETUP)メッセージを再送出し、タイマＴ３０３を再開始しなければならない。タイ

マＴ３０３の２回目のタイムアウト後、「空」状態に遷移する。

　「呼設定」(SETUP)メッセージを受信した信号プロトコルエンティティは、受付可能であれば「応答」

(CONNECT)メッセージを送出し、「通信中」状態に遷移し、可能でなければ「解放完了」(RELEASE

COMPLETE)メッセージを送出し、「空」状態に遷移しなければならない。

　起動側信号プロトコルエンティティは「応答」(CONNECT)メッセージの受信により、タイマＴ３０３

を停止し、「通信中」状態に遷移しなければならない。

6.3.2.5.2　論理リンク解放

　どちらかの信号プロトコルエンティティは、「解放」(RELEASE)メッセージを送出し、タイマＴ３０８

をセットし「解放要求」状態に遷移することにより、論理リンクをクリアすることを要求する。

　信号プロトコルエンティティが「解放」(RELEASE)メッセージを受信する時、論理リンクを解放し「解

放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを送信し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければな

らない。

　「解放」(RELEASE)メッセージを送出した信号プロトコルエンティティが「解放完了」(RELEASE

COMPLETE)メッセージを受信する時、タイマＴ３０８を停止し、論理リンクを解放し、呼番号を解放し、

「空」状態に遷移しなければならない。

　「解放」(RELEASE)メッセージを送出した信号プロトコルエンティティがタイマＴ３０８の最初のタイ

ムアウト以前に「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージを受信しない時、「解放」(RELEASE)

メッセージが再送され、タイマＴ３０８がリスタートされなければならない。

　「解放完了」(RELEASE COMPLETE)メッセージがタイマＴ３０８の２回目タイムアウト以前に受信さ

れない時、端末アダプタ（ＴＡ）は論理リンクを解放し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければ

ならない。

　双方の信号プロトコルエンティティが同時に「解放」(RELEASE)メッセージを送信することにより同じ

論理リンクをクリアすることを要求する時、双方のタイマＴ３０８を停止し、論理リンクを解放し、呼番

号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。

　（注意）この手順は、論理リンクがこの手順に関連している呼番号を持っていないのでＬＬＩのデフォ

ルト値（ＬＬＩ＝２５６）には適用させることができない。
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７．端末アダプタ機能における端末アダプションプロトコルのアプリケーション

　この章は、第３章の端末アダプタ機能グループの中に定義されているプロトコルの関連するアプリケー

ションの付加情報を規定する。

　この章は、端末アダプタとＴＥ１、ＩＷＦ又はＴＡ間にある相互作用のため情報を規定する。しかしな

がら、詳細の設計は実現方法による。

7.1　クロック同期

　クロック同期（回線交換モードアプリケーション）の方法は実現方法による。

　付録Ⅲを参照のこと。

7.2　非同期モード動作

　このモードに使用されているオプションは、低位レイヤ整合性情報要素オクテット５ｂ，５ｃ，５ｄを

使用して規定、交渉される。

　6.3.2.4.5 節を参照。

7.2.1　ＴＥ２から受信したキャラクタの処理

　データストリーム上のキャラクタがスタート／ストップビットなしの場合のシーケンスを次に示す。

　１．パリティが使用している場合に、それがチェックされる。

　２．８ビット符号を使用する場合には、パリティビットが除去され、そうでない場合には、オクテット

の一部として送られる。

　３．８ビット未満（パリティを含む）を用いた符号では高位に‘０’ビットが付加される。キャラクタ

の低位ビットがキャラクタに含まれるオクテットの最初のビットである。

　処理されたデータが‘１’に設定しているセグメントのＢビット及びＦビットとともにフレームのデー

タフィールドに配列される。そのデータは、データが受信された状態で、同位エンティティに伝送するた

めフレームに配列されている。

　フレームは、あるタイマにもとづいて、ある程度のフレームサイズの後、またはキャリッジリターンの

後、等に送信される。ただし、使用する転送メカニズムは実状に応じて異なる。

　ブレークを検出すると、ヘッダ内のＢＲビットをセットしたフレームが、同一フレームで又は、全ての

待ち行列キャラクタが送信した後に、送信される。Ｃ１及びＣ２ビットは‘０’にセットする。

　配列されているデータのキャラクタでパリティエラーが検出されると、Ｃ１ビットを‘１’にセットし、

そのフレームを既に送信待ち行列にはいっているすべてのフレームに続いて送出する。このようにＣ１

ビットを‘１’にセットすることにより、Ｃ１ビットが‘１’にセットされたフレームの最後のキャラク

タが、パリティエラーを伴い、ＴＡによって受信されたことを示す。ストップ／スタートプロトコルが、

Ｒ参照点でのインタフェースにおいて使用され、配列されているデータのキャラクタでストップビットエ

ラーが検出された場合、Ｃ２ビットを‘１’にセットし、そのフレームを既に送信待ち行列にはいってい

るすべてのフレームに続いて送出する。このように、Ｃ２ビットを‘１’にセットすることにより、Ｃ２

ビットが‘１’にセットされたフレームに含まれる最後のキャラクタの直後に、ストップビットエラーが

ＴＡによって検出されたことを示す。
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7.2.2　同位端末アダプションプロトコルエンティティから受信するフレームの処理

　ＴＡは、同位端末アダプションプロトコルエンティティから受信するフレームの処理を次のように実行

する。

　１．キャラクタのデータ構造が８ビット未満の場合、又は同位端末アダプションプロトコルエンティ

ティから受信するキャラクタのパリティがＴＥ２で期待されたものと同じである場合、キャラクタは

処理されずにＴＥ２へ送信する。

　２．キャラクタのデータ構造が８ビットの場合、又は同位端末アダプションプロトコルエンティティか

ら受信するキャラクタのパリティがＴＥ２で期待されたものと違う場合、ＴＥ２に送信する前にパリ

ティビットをそれぞれのキャラクタで計算し、付加する。

　３．ストップビットエラーがＨオクテットに示される場合、ＴＡの動作は実現方法による。

　４．パリティエラーがＨオクテットに示される場合、ＴＡはフレームの最後のキャラクタを強制的にパ

リティエラーとするか、又は他の実現手段方法をする。

　５．ブレークがＨオクテットに示される場合、ＴＡはＴＥ２へフレーム内の全てのキャラクタが送信し

た後、ＴＥ２へブレークを送信する。

　６．転送されるキャラクタは、ＴＥ２によって期待される個数のスタート／ストップビットにより形成

される。

7.3　プロトコルセンシティブ同期モード動作

7.3.1　ＴＥ２から受信したフレームの処理

　ＨＤＬＣアドレス、コントロール、情報フィールドを含む（カプセル化されたＵＩフレームの場合、Ｆ

ＣＳも含む）サービスデータユニット（ユーザフレーム）は、もし必要ならばヘッダで始まる個々のセグ

メントに分割される。分割は、情報フィールドを持つ同位端末アダプションプロトコルエンティティ（Ｓ，

ＴまたはＵ参照点インタフェース上）に転送されるどのフレームもＮ２０１オクテットより長くならない

ように行う。フレームに配置されたデータは、受信された順序で同位エンティティに転送されるように配

置される。

　一つだけのセグメントが要求された場合、ヘッダはＢビットとＦビットによって開始セグメントと終了

セグメントの両方であることを示す。複数のセグメントが要求された場合、最初のセグメントのヘッダが

開始セグメントであることを示し、メッセージの最終のセグメントが終了セグメントであることを示す。

中間のセグメントは全て、開始と終了セグメントインジケータを両方とも‘０’に設定する。

　Ｃ１とＣ２ビットは以下のように使用される。

　１．Ｃ１が‘０’で、Ｃ２が‘１’の設定は、セグメントのシーケンスで転送されているＨＤＬＣメッ

セージの中にビットエラーが検出されたことを示す。

　２．Ｃ１が‘１’で、Ｃ２が‘０’の設定は、セグメントのシーケンスで転送されているユーザフレー

ムがアボートしたことを示す。

　３．Ｃ１，Ｃ２とも‘１’の設定は、前記 3.2.1.2 節に示したようにＳ／Ｔ／Ｕ参照点インタフェース方

向にオーバーランが発生したことを示す。

　ＴＥ２からＨＤＬＣのアイドル状態（すなわち　マーク連続）を受信した場合、ヘッダオクテットのＢ

Ｒビットが‘１’に設定されたフレームが転送される。

　ＢＲビットは、前のフレームの最終セグメントまたは使用しないユーザデータを含んだフレームで

‘１’に設定する。ＨＤＬＣのアイドル状態の最後を受信したときヘッダオクテットのＢＲビットを

‘１’に設定したフレームが転送される。
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7.3.2　同位端末アダプションプロトコルエンティティから受信したフレームの処理

　受信したデータに対して、以下の処理が実行される。

　１．ヘッダは以下のようにチェックされる。：

　　ａ．Ｂビットが‘１’で、かつ前のセグメントのＦビットが‘１’でない場合、前のユーザフレーム

は、アボートされる。

　　ｂ．Ｂビットが‘０’で、かつ処理中のユーザフレームが存在しない場合、そのセグメントは廃棄さ

れる。

　　ｃ．Ｃ１またはＣ２エラービットが‘１’の場合、そのセグメントは、廃棄され、そのユーザフレー

ムは途中で無効にする。（例えば、アボートするか正しくないＦＣＳを送る。）

　２．カプセル化されたＵＩフレームの場合、データストリームで受信されたＦＣＳは、検査され、適切

な処理が行なわれるべきであるが、ＦＣＳが検査されなかった場合でも、復元されたユーザフレーム

のＦＣＳのように伝えられても良い。

　Ｒ参照点方向にアンダーランが発生した場合、前記 3.2.1.2 節に示した様に取り扱う。

　ＢＲビットが‘１’の場合、受信データの処理の後ＨＤＬＣアイドル状態が生成される。ＨＤＬＣアイ

ドル状態は、ＢＲビットが‘０’に設定されたフレームが受信されるまで維持される。

7.4　ビット透過モード動作

　同期データストリームは、固定サイズのブロックに分割され、分割されたこれらのブロックは、待ち行

列に並んだ順序で同位端末アダプションプロトコルエンティティ（ＳまたはＴ参照点インタフェース上）

に送出される。受信されたデータは、受信された順序で処理する。

　ビット透過モードにおいて制御状態情報を転送する必要がある場合、端末アダプションヘッダを使用し

なければならない。このモードにおいて端末アダプションヘッダを使用する時は、Ｃ１及びＣ２ビットは

ともに‘０’（エラーなし）に、Ｂビット及びＦビットはともに‘１’に、予約済みビット及びＢＲビッ

トは‘０’に設定しなければならない。

　Ｒ参照点方向にアンダーランが発生した場合、3.2.1.3 節に記述した手順に従う。

　特殊なアプリケーションでは、ＦＣＳエラーとして受信されたフレームの内容を処理してもよい。
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付録Ⅰ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０に対する）

ＴＥ１アプリケーション

　本標準で定義するプロトコル及び手順は、端末アダプタ（ＴＡ）と同様に、互換性を持つＴＥ１による

データ転送に用いてもよい。ＴＥ１の場合、Ｒ参照点インタフェースは実際上、ＴＥ１内部のより高位の

レイヤエンティティに対するバーチャルインタフェースに置き換わる。この付録ではＴＥ１における本標

準のアプリケーションのいくつかの点に関して記述する。

Ⅰ.1　非同期モード動作

Ⅰ.1.1　ＩＳＤＮチャネルへの送信

　ヘッダ内のＢビット及びＦビットを“１”に設定し、Ｃ１ビット及びＣ２ビットを“０”に設定する。

送信データを必要に応じて分割し、送信前に各セグメントにはヘッダを付加する。

　ブレークを上位レイヤから受信した場合、ヘッダ内のＢＲビットを“１”に設定したフレームを、待ち

行列に並んだ送信データに続けてできるだけ早く送信する。

Ⅰ.1.2　ＩＳＤＮチャネルからの受信

　受信データの処理は、ヘッダ内のＣ１ビット及びＣ２ビットの値をもとに以下のように行われる。

　1) 　Ｃ１ビット及びＣ２ビットがともに“０”に設定されている場合は、受信キャラクタをエラー表示

なしに上位レイヤに転送する。

　2) 　Ｃ１ビットが“１”の場合、受信キャラクタとともにパリティエラー表示を上位レイヤに転送する。

なお、パリティエラーはフレーム内の最後のキャラクタに適用される。

　3) 　Ｃ２ビットが“１”の場合、受信キャラクタとともにストップビットエラーを上位レイヤに転送す

る。なお、エラーはフレーム内の最後のキャラクタのすぐあとに続いて発生している。

　受信したフレームのヘッダ内のＢＲビットが“１”に設定されている場合、待ち行列に並んだ全ての

データを転送したあと、ブレーク表示を上位レイヤに転送する。

Ⅰ.2　同期モード動作

　ＴＥ２で適切に通信するためには、3.2.1.2 節に記述されるように、上位レイヤに対して送受信される

メッセージは、リモートＴＥ２とＴＡ間のＨＤＬＣ接続に用いられるＨＤＬＣのアドレス及びコントロー

ルフィールドを含むべきであるが、ＨＤＬＣフラグ、ＦＣＳ又は“０”挿入は含んでいない。ＨＤＬＣの

アドレス及びコントロールフィールドは、ＴＥ１によって受信及び送信されるフレームの情報フィールド

に含まれる。記述される手順は確認形データ転送が用いられている場合に関するものである。非確認形

データ転送の手順は記述されていない。

Ⅰ.2.1　ＩＳＤＮチャネルへの送信

　ユーザフレーム長はＮ２１２０と比較される（3.2.2 節を参照）。メッセージをその長さに従って以下の

ように処理する。

　1) 　メッセージ長がＮ２１２０以下の場合、全メッセージにＢビット及びＦビットをともに“１”に設

定したヘッダを付加する。その後、処理されたセグメントを送信する。

　2) 　メッセージ長がＮ２１２０より大きい場合、最初のＮ２１２０オクテットにＢビットを“１”に、

Ｆビットを“０”に設定したヘッダを付加する。その後、処理されたセグメントを送信する。
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　　a) 　メッセージの残りの部分の長さがＮ２１２０より大きい場合、次のＮ２１２０オクテットにＢ

ビット及びＦビットをともに“０”に設定したヘッダを付加する。その後、処理されたセグメント

を送信する。

　　b)　メッセージの残りの部分の長さがＮ２１２０以下の場合、メッセージの残りの部分にＦビットを

“１”に、Ｂビットを“０”に設定したヘッダを付加する。その後、処理されたセグメントを送信

する。

　Ｃ１ビット及びＣ２ビットは通常“０”に設定する。

Ⅰ.2.2　ＩＳＤＮチャネルからの受信

　送信側で分割されたメッセージを、ヘッダのＢビット及びＦビットによる指示に従って再組立する。エ

ラー状態について受信フレームのヘッダを以下のようにチェックする。

　1) 　Ｂビットが“１”であり、かつその前のセグメントではＦビットが“１”と設定されていなかった

場合、前のユーザフレームをアボートする。

　2) 　Ｂビットが“０”であり、かつ現在処理中のメッセージがない場合、そのセグメントを廃棄する。

　3) 　Ｃ１ビット又はＣ２ビットが“１”の場合、そのセグメントを廃棄し、かつ処理中のメッセージを

廃棄する。

　ヘッダ内のＢＲビットが“１”に設定されたフレームを受信した場合、ＴＥ１マネジメントエンティ

ティは遠端から送られたＨＤＬＣアイドル状態を通知される。ＴＥ１マネジメントエンティティは、ヘッ

ダ内のＢＲビットが“０”に設定されたフレームを受信するまで、ＨＤＬＣアイドル状態の終了を通知さ

れない。

　メッセージを再組立してから、上位レイヤに転送する。

Ⅰ.3　ビット透過モード動作

Ⅰ.3.1　ＩＳＤＮチャネルへの送信

　送信エンティティは、サービスを取扱う処理部からデータを受け、そのデータをＮ２１２０を最大限度

とした固定長のセグメントに分割し、フレームのデータフィールド内のデータとして同位エンティティに

送信する。平均的データ伝送速度が呼設定の際に選択した速度に合致するように、送信するフレーム間タ

イムフィル長を調整する。

Ⅰ.3.2　ＩＳＤＮチャネルからの受信

　受信エンティティは、同位エンティティからフレームを受信するとＦＣＳをチェックし、ＦＣＳが正常

な場合にはフレーム内に含まれたデータをサービスを取扱う処理部に転送する。ＦＣＳが正常でない場合

には、アプリケーションの仕様に応じて、エンティティはエラーのあったフレーム内のデータを廃棄して

もよく、またデータ（エラー表示あり、もしくは無し）をそのエンティティのサービスを取扱う処理部へ

転送してもよい。

Ⅰ.4　ＴＥ１制御状態変数処理

　本節では、制御状態変数の使用及び、3.2.3 節で規定される制御状態情報フィールドが存在するとき、そ

の処理について述べる。制御状態情報フィールドの使用はオプションである。本節において以下に述べる

処理手順は、制御状態情報フィールドが使用される場合のみに適用される。
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　ＴＥ１のアプリケーションでは、６つの制御状態変数ＤＲ（Ｓ），ＳＲ（Ｓ），ＲＲ（Ｓ），ＤＲ

（Ｒ），ＳＲ（Ｒ）及びＲＲ（Ｒ）は、以下のような意味を持つ。

　 (1) 　ＤＲ送信時のＤＲ（Ｓ）状態変数：

－送信ＴＥ１が起動され、通信のために接続されていることを示す。

　 (2) 　ＤＲ受信時のＤＲ（Ｒ）状態変数：

遠端ＴＥ１が起動され、通信のために接続されていることを示す。

　 (3) 　ＳＲ送信時のＳＲ（Ｓ）状態変数：

－送信ＴＥ１がフレームを送信する準備が整っていることを示す。

　 (4) 　ＳＲ受信時のＳＲ（Ｒ）状態変数：

遠端ＴＥ１がフレームを送信する準備が整っていることを示す。

　 (5) 　ＲＲ送信時のＲＲ（Ｓ）状態変数：

－送信ＴＥ１がフレームを受信する準備が整っていることを示す。

　 (6) 　ＲＲ受信時のＲＲ（Ｒ）状態変数：

遠端ＴＥ１がフレームを受信する準備が整っていることを示す。

　本標準を用いるＴＥ１における制御状態変数処理の手順について以下に記述する。ただし、いままで記

述したＴＥ１における制御状態は、3.1.2 節で記述したＴＡにおける制御状態と本質的に類似している。

従って以下に記述するＴＥ１制御状態変数処理は、ＴＡに対する 3.2.3 節の記述と完全に一致する。

Ⅰ.4.1　制御状態変数の初期設定

　同位エンティティからそれぞれに送出される最初のＩフレームまたはＵＩフレームには制御状態情報オ

クテットを含まれる。このやりとりはリンクの初期設定後、直ちに行われる。

Ⅰ.4.2　制御状態情報オクテットの送信

　送信制御状態変数が変化する際にはいつでも、制御状態情報オクテットを送信する。送信制御状態変数

はＴＥ１の状態または、上記で述べた受信制御状態変数に応じて変化する。制御状態情報オクテットを含

むフレームを、待ち行列に並んだデータに続けてＳ／Ｔ／Ｕ参照点インタフェースへ送信する。

　制御状態情報フィールドは、制御状態の変化が生じた最後のフレームか、別のフレームとして送信する。

　制御状態情報オクテットの内容を、対応した送信制御状態変数の状態に設定する。ＤＲはＤＲ（Ｓ）に、

ＳＲはＳＲ（Ｓ）に、そしてＲＲはＲＲ（Ｓ）に設定する。

Ⅰ.4.3　制御状態情報オクテットの受信

　制御状態情報オクテットを受信すると、制御フィールドが受信制御状態変数とチェックされる。すなわ

ち、ＤＲとＤＲ（Ｒ），ＳＲとＳＲ（Ｒ），ＲＲ（Ｒ）を使用して同位エンティティがフロー制御中でな

ければ、及びＲＲとＲＲ（Ｒ）がチェックされる。その結果がＴＥ１マネジメントエンティティに通知さ

れる。

　ＳＲ（Ｒ）が‘１’であり、受信した制御状態情報オクテット内のＳＲビットが‘０’である場合、Ｒ

Ｒ（Ｓ）状態をＳＲ（Ｒ）に設定し、次に示す条件のいずれかに従う。

　 (1) 　（同位エンティティからの）受信データが残っておらず転送する必要がない（処理中のメッセー

ジがない）場合、制御動作は直ちに行える。

　 (2) 　（同位エンティティからの）受信データが完成していない（たとえば、プロトコルセンシティブ

モードにおいて最後のフレームが受信されていない）場合で、かつＤＲが‘１’の場合未完成メッ

セージは未完成メッセージの表示をして転送し、ＴＥ１マネジメントエンティティへの通知を行う。
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　 (3) 　（同位エンティティからの）受信データが完成している場合、そのメッセージを転送し、ＴＥ１

マネジメントエンティティへの通知を行う。

　ＲＲ（Ｒ）と受信した制御フィールド内のＲＲビットが異なる場合、ＴＥ１マネジメントエンティティ

への通知を行う。

　ＤＲ（Ｒ）が‘０’であり、かつ受信した制御フィールド内のＤＲビットが‘１’である場合、ＴＥ１

マネジメントエンティティへの通知を行う。

　ＤＲ（Ｒ）が‘１’であり、かつ受信した制御フィールド内のＤＲビットが‘０’である場合、ＴＥ１

マネジメントエンティティへの通知を以下の条件に従って行う。

　 (1) 　同位エンティティからの受信データが未完成な場合には破棄する。

　 (2) 　同位エンティティからの受信データが完成したメッセージである場合には、制御処理を行う前に

転送を完了するべきである。
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付録Ⅱ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０に対する）

呼制御情報に対するＲ参照点回路におけるインタフェースのマッピング

　インタフェース構成の制御については、この勧告では詳細に記述しない。用意された制御が、（例えば、

ＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．２４とＩＳＯ２１１０に記されているような）Ｒ参照点上で特定のインタフェースの

要求と合致することを必要とするだけである。以下のガイドラインは適切な手順を説明するために準備さ

れたものである。

Ⅱ.1　一般的にサポートされるインタフェース構成

　一般的にサポートが期待される勧告Ｖ．２４インタフェース構成を、例としてテーブルＢ－１に示す。

　保守機能を提供するために使用される構成は、規格中の関連する機能が今後の検討課題であるため載せ

ていない。

Ⅱ.2　制御手順

　発呼において、ＤＴＲに対する応答は、ＴＡが手動か自動発呼かに依存する。一般的に呼／リンクは、

ＤＴＲがＯＮになるまでは、起動されない。ＤＴＲ　ＯＮに対応してＤＳＲをＯＮにしてよい。しかし

チャネルが割り当てられた表示（「呼設定確認」(SETUP ACKNOWLEDGE)メッセージなど）を受信する

までは、ＤＳＲをＯＮ状態にすることを遅らせた方が、よりＤＳＲの本来の意味に一致する。

　一般的に呼／リンクは、被呼側のＴＡがＤＴＲ（１０８／２）がＯＮになっている少なくとも一つの空

きポート（Ｒ参照点上のインタフェースまたはＴＥ２）を持っていなければ受付けられない（しかしＲＩ

がインプリメントされているならば、ＤＴＲ（１０８／１）は通常はＯＦＦして、被呼表示（ＲＩ）がＯ

Ｎ状態になるのに対応してＯＮすることが許される。）カットスルー表示受信後、まだＤＳＲがＯＮに

なっていなければ、ＴＡはＤＳＲをＯＮにしなければならない。

Ⅱ.2.1　全二重（ＦＤＸ）モードで作動するＴＥ２

　制御状態情報オクテットは、ＦＤＸモードで動作するＴＥ２のインタフェース構成の制御のためには使

用されない。全二重においては、このフィールドは 3.2.4 節に示したように、データ転送にＵＩフレーム

が使用される時にフロー制御機能を提供するために使われる。

　ＴＥ２は、ＤＳＲ　ＯＮにＲＴＳ　ＯＮで応答してよい。カットスルー表示を受信し、リンク初期設定

完了後、ＴＡはＣＤをＯＮにし、ＲＤを解放してよい。（ＣＴＳがインプリメントされているならば、同

時にまたはその後いつでもＣＴＳをＯＮにしてよい。）ＲＤが解放されると、ＴＡは適切なアイドルコー

ド（連続マークかフラグ）をＴＥ２へ送信すべきである。

Ⅱ.2.2　半二重（ＨＤＸ）モードで動作するＴＥ２

　ＴＥ２を半二重（ＨＤＸ）で動作させる場合は、被呼側のＴＥ２はＴＡがＤＳＲをＯＮにした後はいつ

でもＲＴＳをＯＮにしてよい。これは被呼側のＤＴＥがＲＴＳをＯＮにする半二重モデムの動作と同じで

ある。双方がＲＴＳをＯＮにすることによって、発呼側／被呼側の関係が確立できず、にらみ合った状態

になる事が起こり得る。このような場合の解決方法については今後の検討課題である。

　ＲＴＳ　ＯＮに対応して、接続完了またはリンク初期設定後、ＴＡは、ＳＲビットを‘１’にした制御

状態情報オクテットを送出しなければならない。リンク確立後、ＳＲが‘１’を受信したＴＡは、ＣＤを

ＯＮし、ＲＤを解放し、適切なアイドルコードをＴＥ２に送信し、ＲＲを‘１’にした制御状態情報オク

テットを遠端ＴＡに送信しなければならない。リンク初期化後、ＲＲが‘１’を受信したＴＡはＣＴＳを

ＯＮにしなければならない。
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　一旦ＴＥ２がデータの送信を完了すると、ＴＥ２はＲＴＳをＯＦＦする。これに対応し、ＴＡはＣＴＳ

をＯＦＦし、ＳＲビットを‘０’にした制御状態情報オクテットを送信する。ＳＲビットが‘０’にされ

た制御状態情報オクテットを受信すると、ＣＤ　ＯＮのＴＡはＣＤをＯＦＦし、ＲＲビットを‘０’にし

た呼制御状態情報オクテットを送信する。ＣＤがＯＦＦされると、ＴＥ２はＲＴＳをＯＮにする。（以降

の手順については前の節を参照のこと）

テーブルＢ－１

インタフェース名称略語

回路機能／名称 略語 回路番号

信号用接地 ＳＧ １０２

送信データ ＴＤ １０３

受信データ ＲＤ １０４

送信要求 ＲＴＳ １０５

送信可 ＣＴＳ １０６

データセットレディ ＤＳＲ １０７

データセット線路接続 ＤＴＲ １０８／１

データ端末レディ ＤＴＲ １０８／２

データチャネル受信キャリア検出 ＣＤ １０９

送信信号エレメントタイミング（ＤＣＥ） ＴＣ １１４

受信信号エレメントタイミング（ＤＣＥ） ＲＣ １１５

被呼表示 ＲＩ １２５
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付録Ⅲ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｖ１２０に対する）

クロック同期

　付図Ⅲ－１は、２つのＤＴＥ／ＤＣＥ形態及びそれぞれのクロック同期を示す。

　ケース１の場合、ＴＡはＤＴＥまたはＤＣＥにクロックを供給している。ケース２の場合、ＤＣＥはＤ

ＴＥへのデータに対応した送信クロックをＴＡに供給し、またＤＴＥ側のＴＡはその同じデータに対応し

た受信クロックをＤＴＥに供給する。

　クロック追従に用いられる方策は３つある。１番目は、クロック変動バッファとしてデータバッファを

用いる方策であり、バッファが蓄積するクロック変動を吸収する。この場合特別なクロック追従は行われ

ない。バッファが完全に空になった場合、Ｒ参照点上の同期インタフェースにおけるエラーの原因となる

アンダーランが発生する。また、エラー原因となるバッファ領域オーバーランも発生する。しかしクロッ

ク偏差によるオーバーランまたはアンダーランの時点におけるバッファの蓄積または欠乏はゆっくりした

過程であり、１００ｐｐｍのＣＣＩＴＴクロック許容偏差内の最悪時においても、そのバッファの蓄積ま

たは欠乏は予測できる。２番目は、両側のクロックを網に同期させる方策である。この方策は、ケース２

を適用しなければ問題を解決できる。３番目は、ＤＴＥへ受信クロックを供給しているＴＡにおいて、Ｓ

／Ｔ参照点インタフェースからデータを受信する際のバッファ状態を監視する方策である。この方策は、

新しいフレームの受信時にバッファ状態を調べることによりこのインタフェース上のデータ速度を監視し、

それに応じてクロック速度／位相を調整する。ある論理リンクにおいては、接続の間は公称フレームサイ

ズを、保たなければならない。Ｒ参照点におけるタイミング信号を含む信号は、適切な同期信号品質の必

要条件に、従う必要がある。これらの必要条件は、クロック速度の整合のために許容ジッタや、位相整合

の大きさを制限する。
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ケース１－受信クロックは、データまたはシステム同期を経由して送信クロックに追従する。

ケース２－受信クロックはデータを経由してＤＣＥ送信クロックに追従する。

付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｖ１２０　クロック追従

(CCITT V.120)

ＤＴＥ ＴＡ ＤＴＥ

または

ＤＣＥ

ＴＡ

ＴＣ－送信クロックＲＣ－受信クロック

ＤＴＥ ＴＡ ＤＴＥ

または

ＤＣＥ

ＴＡ

ＴＣ－送信クロックＲＣ－受信クロック
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＜参考＞

１．補遺の作成に至った経緯

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｖ１２０に従って具体的に回線交換用又はフレームモード用のＩＳＤＮ端末あ

るいは既存ＶシリーズＤＴＥを収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内

容の理解を助ける目的で作成されたものである。

２．規定範囲

　本補遺は、標準ＪＴ－Ｖ１２０第３版の内容に対して記述されたものである。

３．改版等の履歴

版　数 制　定　日 改版 対応するＴＴＣ標準

内容 番　号 名　　　　称 発行年度 版数

第１版 平成２年

２月　８日

制定 JT-V120 ＩＳＤＮによるＶシリーズイン

タフェース・データ端末装置の

サポートとインタフェース仕様

（統計的多重法）

１９８９ １

第２版 平成６年

２月　３日

改版 JT-V120 ＩＳＤＮによるＶシリーズイン

タフェース・データ端末装置の

サポートとインタフェース仕様

（統計的多重法）

１９９２ ３

４．その他

参照している勧告、標準等

ＴＴＣ標準 ：ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９２２、ＪＴ－Ｖ１１０、ＪＴ－Ｖ１２０

ＪＴ－Ｑ９３１、ＪＴ－Ｑ９３３、ＪＴ－Ｑ９３１補遺

ＩＴＵ－Ｔ勧告 ：Ｖ．２４
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１．まえがき

　この補遺は、標準ＪＴ－Ｖ１２０に従って具体的に回線交換用のＩＳＤＮ端末あるいは既存Ｖシリーズ

ＤＴＥを収容するための端末アダプタを設計する場合に、本文に記述されている内容の理解を助ける目的

で作成されたものである。

　上記の目的に基づいて、本補遺では特にインプリメント及び相互通信性の確保に必要な注意事項を中心

に、ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳの形式で記述し、標準の内容に対して助言を与えている。

　今後、疑問や問題が更に生じた場合は適宜ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳ等を追加し、標準

ＪＴ－Ｖ１２０補遺の内容の充実を図っていく予定である。

２．本補遺第２版について

　本補遺第２版は、標準ＪＴ－Ｖ１２０の第２版から第３版への改版（平成４年１１月）にともなう改版

である。おもな改版項目は、

（１）標準ＪＴ－Ｖ１２０第３版に明記された内容を本補遺の補足説明から削除した。

（２）標準ＪＴ－Ｖ１２０第３版章構成変更に伴う参照箇所の修正等である。
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３．ＱＵＥＳＴＩＯＮＳ　＆　ＡＮＳＷＥＲＳ

3.1　概　要

3.1.1　５６kbit/s 網に接続されたＴＡとの通信

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 １

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ５６kbit/s 網に接続されたＴＡとの通信

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

たとえば北米の５６kbit/s 網に接続されたＶ．１２０ＴＡと通信する場合はどの様な注意が必要で

しょうか？

参照文献名 参照箇所

参照文献名　JT-V110　2.2、JT-Q931 補遺 参照箇所 2.2(JT-V110)、第５章(JT-Q931 補遺)

ＡＮＳＷＥＲ　内容

使用する呼設定メッセージのコーディング条件や速度整合方式は、国際通信網のサービス条件に

依存します。

５６kbit/s 網とのインタワークの一例としてＡＴ＆ＴのＡＣＣＵＮＥＴ５６回線交換網との相互接

続サービスがＫＤＤによって提供されています。この場合の速度整合はＪＴ－Ｖ１１０の表２－７

ｂ／ＪＴ－Ｖ１１０に従っています。従ってこの場合ＴＡは、Ｂチャネルオクテットの最初の７

ビットを使い、２進“１”を８番目のビットに挿入する速度整合を行うべきです。受信の場合はこ

の逆を行います。この時の呼設定メッセージのコーディングについてはＪＴ－Ｑ９３１補遺第５章

「ＩＳＤＮ端末の国際接続における留意事項」（１９９１年版）を参照して下さい。
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3.2　データ伝送プロトコル仕様

3.2.1　ＨＤＬＣフレームにおけるＦＣＳの取り扱い

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ２

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＨＤＬＣフレームにおけるＦＣＳの取り扱い

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

①　3.2.1.2 では同期（ＨＤＬＣ）モードにおけるプロトコルセンシティブ動作では「もしデータリ

ンク制御サービスの非確認モードが使用されている場合、ＦＣＳもフレーム化される。………」

とありますが、どの様な場合にＦＣＳはフレーム化されるのでしょうか。

②　付録Ｉ：ＴＥ１アプリケーションのＩ．２　同期モード動作の記述では、メッセージにＦＣＳを

含まないとしていますが、すべての場合に適用できますか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　3.2.1.2　Ⅰ．２

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　7.3.1，Ⅰ．２

ＡＮＳＷＥＲ　内容

①　7.3.1 では、プロトコルセンシティブ同期モード動作で「カプセル化されたＵＩフレームのＦＣ

Ｓも含む。」と記述されていますので、ＵＩフレームを使用する場合のみＦＣＳはフレーム化さ

れます。

②　Ⅰ．２節の最後に述べられている様に、確認形データ転送が用いられている場合のみ適用され

ます。
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3.2.2　ビット透過モードにおける端末整合ヘッダの使用

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ３

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ビット透過モードにおける端末整合ヘッダの使用

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

ビット透過モードでは端末整合ヘッダの使用はオプションですが、どの様なときにこれを使用し

ますか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　3.1.1

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　3.1.1，3.1.2，3.2.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

ビット透過モードでは、必ずしも端末整合ヘッダを使う必要はありません。

Ｒ参照点インタフェース回路（Ｖ．２４回路など）の状態を制御状態情報オクテット（ＣＳオク

テット）に含まれるＤＲ、ＳＲ、ＲＲの各ビットにマッピングを行なった場合（例えば半二重通信

を行なうときはマッピングを行なう必要があります）、Ｒ参照点インタフェース回路の状態変化に

応じてＣＳオクテットを送信する必要が生じます。

この場合、ヘッダオクテットとこれに続くＣＳオクテットをともに送信する必要があります。
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3.2.3　制御状態情報の処理

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ４

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 制御状態情報の処理

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

制御状態情報はＲ点インタフェースが変化しない時も常時送信してもよいのでしょうか？

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　3.2.3

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　3.2.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

送信してもかまいませんが、制御状態情報を送る契機は通常次の通りです。

・リンク検証後の最初のフレーム送信時

・送信制御状態変数が変化した時

なお制御状態変数の取扱いについては、3.2.3 節「制御状態情報の処理」及び、付属Ｉの４節「Ｔ

Ｅ１制御状態変数処理」に述べられている通りです。
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3.3　端末アダプタの機能

3.3.1　フレーム送信の契機

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ５

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 フレーム送信の契機

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

「フレームは、あるタイマに基づいて、ある程度のフレームサイズの後、………」とは具体的に

は何を示しているのでしょうか？

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　7.2.1

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　7.2.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

これは、フレームを作り送信を開始するきっかけを何で与えるかという問題であり、インプリメ

ントする際に相手端末の機能、応答時間などを考慮して決定すべきです。
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3.3.2　受信側ＴＡにおける８データビット未満のキャラクタの処理

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ６

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 受信側ＴＡにおける８データビット未満のキャラクタの処理

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

Ｓ／Ｔ参照点インタフェースからＴＥ２へのキャラクタの処理において、非同期キャラクタが８

データビット未満の場合、送信側で付加されたダミービットもＴＥ２に送られるのですか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　7.2.2.1

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　7.2.2.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

付加されたダミービットはキャラクタの一部とはみなしませんので、ＴＥ２には送られません。
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3.4　接続制御手順

3.4.1　データリンク接続確認手順

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ７

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 データリンク接続確認手順

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

データリンク接続確認の為にどのような手順を用いればよいのでしょうか。

参照文献名　JT-V120 参照箇所　4.1，6.3.2

参照文献名　JT-Q921, JT-V120 参照箇所　4.2，５(JT-Q922)

ＡＮＳＷＥＲ　内容

マルチフレーム転送モードでは、ＪＴ－Ｑ９２２に準拠しＳＡＢＭＥ／ＵＡの交換手順をとりま

す。非確認形モードでは、ＸＩＤコマンド／レスポンスの交換手順をとります。
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3.4.2　論理リンク交渉手順時の「ユーザ情報」（ＵＳＥＲ ＩＮＦＯ）のコーディング

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ８

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 論理リンク交渉手順時の「ﾕｰｻﾞ情報」(USER INFO) のコーディング

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

論理リンク交渉手順の一つとして呼対応一時信号接続の「ユーザ情報」（ＵＳＥＲ  ＩＮＦＯ）

を用いる方法がありますが、その呼対応一時信号接続の「ユーザ情報」（ＵＳＥＲ　ＩＮＦＯ）の

コーディングは、どのようにすべきでしょうか。

参照文献名　JT-V120 参照箇所　6.3.2

参照文献名　JT-V120, JT-Q931 参照箇所 6.3.2(JT-V120),

4.5.30(JT-Q931)

ＡＮＳＷＥＲ　内容

呼対応一時信号接続の「ユーザ情報」（ＵＳＥＲ　ＩＮＦＯ）メッセージは網のサービス条件に

より使用できないことがあり、また詳細は継続検討中ですが、使用する場合はユーザ・ユーザ情報

要素としてインチャネルにおける論理リンク識別子の割当て手順時に用いるＳＥＴＵＰ、ＣＯＮ

Ｎ、ＲＥＬＥＡＳＥ、ＲＥＬＣＯＭメッセージをセットすることが考えられます。次頁にそのコー

ディング例を示します。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

JT-Q931　ﾕｰｻﾞ網制御ﾒｯｾｰｼﾞ

００００１０００

プロトコル識別子

ＪＴ－Ｑ９３１呼番号

メッセージ種別

００１０００００

ユーザ・ユーザ

０１１１１１１０

情報要素識別子

ユーザ・ユーザ内容長

ＪＴ－Ｖ１２０

プロトコル識別子

ＪＴ－Ｖ１２０

呼番号

メッセージ種別

（論理リンク設定用） ＪＴ－Ｖ１２０ 6.3.2.3.1 ＳＥＴＵＰ 参照

6.3.2.3.2 ＣＯＮＮ 参照

6.3.2.3.3 ＲＥＬ 参照

6.3.2.3.4 ＲＥＬＣＯＭ 参照

図 3-1/JT-V120 補遺　「ユーザ情報」（ＵＳＥＲ　ＩＮＦＯ）のコーディング例
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3.4.3　ＬＬＣ情報要素をサポートしていない網でのベアラチャネルの設定

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 ９

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 ＬＬＣ情報要素をサポートしていない網でのベアラチャネルの設定

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

エンド・エンドで低位レイヤ整合性の伝送をサポートしていない網では、最初の論理リンクのパ

ラメータを伝送することができません。このようなときはどうすべきでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.1

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

エンド・エンドで低位レイヤ整合性の伝送をサポートしていない網では、着信があった場合ＪＴ

－Ｖ１２０速度整合で通信できるかどうかも不明ですので、原則として通信相手とあらかじめ合意

がとれている必要があります。標準ＪＴ－Ｖ１２０　6.3.2.1 節にも「低位レイヤ整合性がエンド－

エンドに通知されない接続において、データリンクコントロールエンティティはオプションを設定

するためには事前協定に従わなければならない。事前協定がない場合、呼は拒否され、デフォルト

を仮定しそれに近い値により動作を試みる。または、ＬＬＩ＝０におけるバンド内のＬＬＩ＝２５

６のＬＬＣパラメータの呼設定を使い値を交渉することも可能である。」と記述されています。
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3.4.4　論理リンクの設定手順

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 10

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 論理リンクの設定手順

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

論理リンクの設定手順は具体的にはどのようになるのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.3

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.3

ＡＮＳＷＥＲ　内容

論理リンクの設定手順には、デフォルトリンク設定のみの場合と多重論理リンクを設定する場合

があります。回線交換モードにおけるそれぞれの通信シーケンス例及びＬＬＣコーディング例を図

３－２／ＪＴ－Ｖ１２０補遺と図３－３／ＪＴ－Ｖ１２０補遺に示します。

図 3-2/JT-V120 補遺　Ｖ．１２０通信シーケンス例－１

（デフォルトリンク設定のみ）

D ﾁｬﾈﾙによる
ﾍﾞｱﾗﾁｬﾈﾙの
設定

＊BC､LLC の
方法は NW の
ｻｰﾋﾞｽ条件に
よる

SETUP (*BC:64K 非制限、回線交換

*LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)参照）

SETUP (*BC:64K 非制限、回線交換

*LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(1)参照）

(ｵﾌﾟｼｮﾝ）

CONN ACK

CONN

CONN ACK

CONN

CALL PROC

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ通信

　LLI=256,LLC　内容に基づく通信

ﾃﾞﾌｫﾙﾄﾘﾝｸが
設定された状態

着側ＴＡＮＷ発側ＴＡ
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

ＬＬＣコーディング例 (1)（Ｄチャネル「ＳＥＴＵＰ」メッセージ用）

ｵｸﾃｯﾄ ｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

３ コーディング情報 ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

３ａ 交渉指示（アウトバンド） ―

４ 転送モード 回線交換モード

情報転送速度 ６４kbit/s

構　造 ―

４ａ 通信形態 ―

呼設定法 ―

４ｂ 対称性 ―

情報転送速度（着→発） ―

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準速度整合Ｖ.120

同期／非同期 Ｒ点のユーザのプロトコルによる

５ａ インバンド交渉 交渉無し

レ ユーザ速度 Ｒ点のユーザ速度による

ヘッダ ヘッダ含む (含むことができる)

イ 多重フレーム提供 （ユーザの設定による）

５ｂ 動作モード ﾌﾟﾛﾄｺﾙｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

ヤ ＬＬＩ交渉 デフォルトＬＬＩ使用

被割当て／割当て（属性） 受信側では don’t care

インバンド／アウトバンド交渉 受信側では don’t care

１ ストップ・ビット数

５ｃ スタート・ビット数 Ｒ点が非同期の場合に指定する

パリティ情報

５ｄ 二重モード

モデム・タイプ

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （ユーザの設定による）

６ａ オプション・レイヤ２プロトコル情報

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル

７ａ オプション・レイヤ３プロトコル情報

　注１：（　）がないものは必ず設定し、（　）があるものは必要とする場合のみ設定する。

―　は省略を意味する。

＊ Ｖ．１２０では一義的にこの値に決まる。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

発側ＴＡ ＮＷ 着側ＴＡ

図 3-3／JT-V120　補遺　Ｖ．１２０通信シーケンス例―２

(論理リンク交渉時)

LLI=0 により、
ﾒｯｾｰｼﾞの交換を
行う。
解放する論理
ﾘﾝｸの呼番号を
指定する。

ｲﾝﾁｬﾈﾙ交渉によ
る多重論理ﾘﾝｸ
の設定
LLI=0 により、
ﾒｯｾｰｼﾞの交換を
行う。必要に応
じて、LLI を指
定する。

D ﾁｬﾈﾙによる
ﾍﾞｱﾗﾁｬﾈﾙの解放

多重論理ﾘﾝｸの
解放手順

多重論理ﾘﾝｸが
設定された状態

ﾍﾞｱﾗﾁｬﾈﾙ上で
LLI=256 が利用
可能となった
状態

＊BC、LLC の使
用方法は NW の
ｻｰﾋﾞｽ条件によ
る。

Ｄﾁｬﾈﾙによる
ﾍﾞｱﾗﾁｬﾈﾙの設定 SETUP(＊BC:64K 非制限、回線交換

＊LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)参照)

SETUP(＊BC:64K 非制限、回線交換
＊LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(2)参照)

CONN ACKCONN ACK

CONN

REL　COMP

REL

DISC

REL　COMP

REL

DISC

CONN

CALL PROC

(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

REL　COMP (ﾌﾟﾛﾄｺﾙ識別子:V120，呼番号:2 ｵｸﾃｯﾄ，ﾒｯｾｰｼﾞ種別:Q931(REL
COMP)，理由表示:＃16　正常切断）

REL (ﾌﾟﾛﾄｺﾙ識別子:V120，呼番号:2 ｵｸﾃｯﾄ，ﾒｯｾｰｼﾞ種別:Q931(REL)
理由表示:＃16　正常切断）

CONN (ﾌﾟﾛﾄｺﾙ識別子:V120，呼番号:2 ｵｸﾃｯﾄ，ﾒｯｾｰｼﾞ種別:Q931(CONN)
LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(4)参照､LLI:必要に応じて指定）

多重論理ﾘﾝｸの交渉(LLI=257～2047)
(ｲﾝﾁｬﾈﾙﾍﾞｱﾗによる論理ﾘﾝｸ交渉手順)
SETUP(ﾌﾟﾛﾄｺﾙ識別子:V120，呼番号ﾌｨｰﾙﾄﾞ:2 ｵｸﾃｯﾄ, ﾒｯｾｰｼﾞ種別:Q931(SET
UP)　LLC:ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ例(3)参照、LLI:必要に応じて指定、着ｱﾄﾞﾚｽ, 発ｱﾄﾞﾚｽ：
R 参照点の物理ｲﾝﾀﾌｪｰｽを必要に応じ設定）

Ｆ ＬＬＩ＝０ Ｃ SETUP　ﾒｯｾｰｼﾞ ＦＣＳ Ｆ

Ｆ ＬＬＩ＝０ Ｃ CONN　ﾒｯｾｰｼﾞ ＦＣＳ Ｆ

LLI=指定、LLC の内容に基づく通信

Ｆ ＬＬＩ＝０ Ｃ REL　COMP ﾒｯｾｰｼﾞ ＦＣＳ Ｆ

Ｆ ＬＬＩ＝０ Ｃ REL　ﾒｯｾｰｼﾞ ＦＣＳ Ｆ
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

ＬＬＣコーディング例 (2)（Ｄチャネル「ＳＥＴＵＰ」メッセージ用）

ｵｸﾃｯﾄ ｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

３ コーディング情報 ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

３ａ 交渉指示（アウトバンド） ―

４ 転送モード 回線交換モード

情報転送速度 ６４kbit/s

構　造 ―

４ａ 通信形態 ―

呼設定法 ―

４ｂ 対称性 ―

情報転送速度（着→発） ―

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準速度整合Ｖ.120

同期／非同期 Ｒ点のユーザのプロトコルによる

５ａ インバンド交渉 交渉無し　＊

レ ユーザ速度 Ｒ点のユーザ速度による

ヘッダ ヘッダ含む (含むことができる)

イ 多重フレーム提供 （ユーザの設定による）

５ｂ 動作モード ﾌﾟﾛﾄｺﾙｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

ヤ ＬＬＩ交渉 完全なＬＬＩ交渉

被割当て／割当て（属性） ＴＡの属性による　＊＊

インバンド／アウトバンド交渉 インバンド交渉

１ ストップ・ビット数

５ｃ スタート・ビット数 Ｒ点が非同期の場合に指定する

パリティ

５ｄ 二重モード

モデム・タイプ

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （ユーザの設定による）

６ａ オプション・レイヤ２プロトコル情報

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル

７ａ オプション・レイヤ３プロトコル情報

注１：（　）がないものは必ず設定し、（　）があるものは必要とする場合のみ設定する。

―　は省略を意味する。 ＊Ｖ．１２０では一義的にこの値に決まる。

＊ ＊ＴＡの属性とは、デフォルト被割当または割当固定。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

ＬＬＣコーディング例 (3)（インチャネル「ＳＥＴＵＰ」メッセージ用）

ｵｸﾃｯﾄ ｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

３ コーディング情報 ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

３ａ 交渉指示（アウトバンド） ―

４ 転送モード ‘00’ 予約済み 受信側は don’t care

情報転送速度 ‘00000’ 予約済み 受信側は don’t care

構　造 ―

４ａ 通信形態 ―

呼設定法 ―

４ｂ 対称性 ―

情報転送速度（着→発） ―

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準速度整合Ｖ.120

同期／非同期 Ｒ点のユーザのプロトコルによる

５ａ インバンド交渉 ‘0’ 予約済み、受信側では無視　＊

レ ユーザ速度 Ｒ点のユーザ速度による

ヘッダ ヘッダ含む (含むことができる)

イ 多重フレーム提供 （ユーザの設定による）

５ｂ 動作モード ﾌﾟﾛﾄｺﾙｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

ヤ ＬＬＩ交渉 完全なＬＬＩ交渉

被割当て／割当て（属性） ＴＡの属性による　＊＊

インバンド／アウトバンド交渉 インバンド交渉

１ ストップ・ビット数

５ｃ スタート・ビット数 Ｒ点が非同期の場合に指定する

パリティ情報

５ｄ 二重モード

モデム・タイプ

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （ユーザの設定による）

６ａ オプション・レイヤ２プロトコル情報

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル

７ａ オプション・レイヤ３プロトコル情報

注１：（　）がないものは必ず設定し、（　）があるものは必要とする場合のみ設定する。

―　は省略を意味する。 ＊Ｖ．１２０では一義的にこの値に決まる。

＊ ＊ＴＡの属性が、メッセージ発側はデフォルト被割当の場合、被割当側、属性が、メッセージ

発側は割当固定の場合、割当側。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

ＬＬＣコーディング例 (3)（インチャネル「ＳＥＴＵＰ」メッセージ用）

ｵｸﾃｯﾄ ｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

３ コーディング情報 ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準

情報転送能力 非制限ディジタル情報

３ａ 交渉指示（アウトバンド） ―

４ 転送モード ‘00’ 予約済み 受信側は don’t care

情報転送速度 ‘00000’ 予約済み 受信側は don’t care

構  造 ―

４ａ 通信形態 ―

呼設定法 ―

４ｂ 対称性 ―

情報転送速度（着→発） ―

５ ユーザ情報レイヤ１プロトコル ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ標準速度整合Ｖ.120

同期／非同期 Ｒ点のユーザのプロトコルによる

５ａ インバンド交渉 交渉無し　＊　予約済み、受信側では無視

レ ユーザ速度 Ｒ点のユーザ速度による

ヘッダ ヘッダ含む (含むことができる)

イ 多重フレーム提供 （ユーザの設定による）

５ｂ 動作モード ﾌﾟﾛﾄｺﾙｾﾝｼﾃｨﾌﾞ･ﾓｰﾄﾞ ﾋﾞｯﾄ･ﾄﾗﾝｽﾍﾟｱﾚﾝﾄ･ﾓｰﾄﾞ

ヤ ＬＬＩ交渉 完全なＬＬＩ交渉

被割当て／割当て（役割） ＴＡの役割による　＊＊

インバンド／アウトバンド交渉 インバンド交渉

１ ストップ・ビット数

５ｃ スタート・ビット数 Ｒ点が非同期の場合に指定する

パリティ情報

５ｄ 二重モード

モデム・タイプ

６ ユーザ情報レイヤ２プロトコル （ユーザの設定による）

６ａ オプション・レイヤ２プロトコル情報

７ ユーザ情報レイヤ３プロトコル

７ａ オプション・レイヤ３プロトコル情報

注１：（　）がないものは必ず設定し、（　）があるものは必要とする場合のみ設定する。

―　は省略を意味する。 ＊Ｖ．１２０では一義的にこの値に決まる。

＊＊ＴＡの属性が、デフォルト被割当の場合、被割当側、属性が割当固定の場合、割当側。
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3.4.5　論理リンク識別子割当て手順時のエラー処理

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 11

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 論理リンク識別子割当て手順時のエラー処理

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

論理リンク識別子割当て手順においてエラーが発生した場合の処理は、ＪＴ－Ｑ９３１に規定し

てあるエラー処理手順を用いると考えてよいのですか？

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2

ＡＮＳＷＥＲ　内容

論理リンク識別子割当て手順においてエラーが発生した場合、ＪＴ－Ｑ９３１に規定してあるエ

ラー処理手順は必ずしも当てはまりません。エラー発生時の処理はインプリメンターズマターとな

ります。
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3.4.6　論理リンク交渉用メッセージの情報要素

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 12

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 インバントの論理リンク交渉用メッセージの情報要素

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

各メッセージに含まれる情報要素は 6.3.2.4 節で規定されていますが、情報要素の順番については

特に規定がないようです。どのような順番でコーディングすべきでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.4

参照文献名　ＪＴ－Ｑ９３１ 参照箇所　4.5.1

ＡＮＳＷＥＲ　内容

確かにＪＴ－Ｖ１２０では情報要素のコーディング順番については規定がありませんが、一般的

にメッセージはＪＴ－Ｑ９３１に従っているので、コーディング順番についてもＪＴ－Ｑ９３１の

4.5.1 節の「コーディング規定」に従うべきです。具体的には、ＪＴ－Ｖ１２０の 6.3.2.3 節を参照し

て下さい。
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3.4.7　論理リンク交渉手順におけるＬＬＣ情報要素の扱い

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 13

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 論理リンク交渉手順におけるＬＬＣ情報要素の扱い

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

新たな論理リンクの設定時、呼設定メッセージ、応答メッセージ内にＬＬＣ情報要素が設定され

ていない場合の処理はどのようにすべきですか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.4.5

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.4.5

ＡＮＳＷＥＲ　内容

新たな論理リンクの設定時、ＬＬＣ情報要素がない場合は、あらかじめ決められた合意に従って

設定することとなります。合意がない場合は、ＬＬＣ情報要素を付加して交渉することが必要で

す。
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3.4.8　論理リンク多重時の端末指定方法

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 14

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 論理リンク多重時の端末指定方法

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

論理リンク多重時において、Ｒ点における端末の指定はどのようにすればよいでしょうか？

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.4.7

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　6.3.2.4.7

ＡＮＳＷＥＲ　内容

着サブアドレス情報要素にＲ点の端末のアドレスを入れ込み、論理リンク識別子割当て手順時に

用いるＳＥＴＵＰメッセージに着サブアドレス情報要素としてセットすることにより、Ｒ点の端末

を指定することができます。

この時の呼設定メッセージのコーディングについては、6.3.2.4.7 を参照して下さい。
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3.5　その他

3.5.1　制御状態情報に対するＶ．２４回路のマッピング

ＴＴＣ標準　ＪＴ－Ｖ１２０　に関する QUESTION & ANSWER 登録番号 15

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　概要 制御状態情報に対するＶ．２４回路のマッピング

ＱＵＥＳＴＩＯＮ　内容

制御状態情報とＶ．２４回路のマッピングは具体的にどの様になるのでしょうか。

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　付録Ⅱ

参照文献名　ＪＴ－Ｖ１２０ 参照箇所　付録Ⅱ

ＡＮＳＷＥＲ　内容

本件に関してはオプションになっており、付録Ⅱにその例を示しています。マッピングについて

は、アプリケーション（例えばＤＴＥ種別など）により様々なインプリメント方法が考えられま

す。一例を以下に示します。

①　発呼手段は手動発呼か自動発呼かによって異なりますが、一般的にＤＴＲ（回路１０８）がＯ

Ｎになるまでは発呼を許容すべきではありません。またＤＴＲ（回路１０８）ＯＮ後あるいはＣ

ＯＮＮまたはＣＯＮＮ　ＡＣＫ受信の後、ＤＳＲ（回路１０７）をＯＮにします。着呼において

も、ＤＴＲ（回路１０８）がＯＮのポートがなければ受け付けるべきでは有りません。ただしＲ

Ｉ（回路１２５）がインプリメントされているならば、ＲＩ（回路１２５）をＯＮにしＤＴＲ

（回路１０８）がＯＮになれば受け付けることも可能です。
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ＡＮＳＷＥＲ　内容（続き）

②　全二重モードで動作するＴＥ２を収容する場合は、制御状態情報はＶ．２４回路の制御のため

には使用されません。全二重モードにおいては、このフィールドはデータ転送にＵＩフレームが

使用される時にフロー制御機能を提供するために使われます。

③　半二重モードで動作するＴＥ２を収容する場合の制御状態情報とＶ．２４回路のマッピングは

以下のようになります。

図 3-4/JT-V120 補遺　半二重モードにおけるマッピング例

（回路１０９）

ＣＤ　ＯＦＦ

ＲＲ＝０

ＳＲ＝０

（回路１０５）

ＲＴＳ　ＯＦＦ

（回路１０６）

ＣＴＳ　ＯＦＦ

データ通信

ＲＲ＝１

（回路１０９）

ＣＤ　ＯＮ

（回路１０６）

ＣＴＳ　ＯＮ

ＳＲ＝１

（回路１０５）

ＲＴＳ　ＯＮ

ＴＡ ＴＥ２ＴＡＴＥ２
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オムロン(株)
キヤノン(株)
京セラ(株)
シャープ(株)
住友電気工業(株)
セイコーエプソン(株)
(株)大興電機製作所

(株)田村電機製作所

テケレック(株)
(株)東芝

東洋通信機(株)

船橋　好一

長谷川　茂夫

釼吉　薫

中島　巳範

昆野　勝典

関口　慎一

清水　聡

太田　隆夫

水野　淳

常清　裕之

石塚　利之

池崎　雅夫

高瀬　譲

今井　毅

高山　明

尾関　伸一郎

鼻戸　博昭

松岡　雅順

利根川　功

斎木　茂夫

日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)
日本ＡＴ&Ｔ(株)
日本電気(株)
日本ユニシス(株)
ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ(株)
(株)長谷川電機製作所

(株)日立製作所

(株)日立ﾃﾚｺﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

日立電子(株)
富士通(株)
松下通信工業(株)
松下電器産業(株)
松下電送(株)
三菱電機(株)
ヤマハ(株)
(株)リコー

東陽テクニカ(株)
(株)松下電器情報ｼｽﾃﾑ名古屋研究所

(株)アルファシステムズ

(財)電気通信端末機器審査協会



（ＪＴ―Ｔ１２０補遺）

（ＳＷＧ２　検討グループ）

　＊委員

＊＊特別専門委員

＊＊特別専門委員

特別専門委員

特別専門委員

特別専門委員

委員

特別専門委員

特別専門委員

特別専門委員

特別専門委員

特別専門委員

太田　隆夫

藤崎　貞憲

千葉　雅之

元永　康則

宮原　利行

村田　健二

岩崎　洋三

大谷　努

梅田　禎幸

須田　浩子

田中　耕司

斎藤　譲

(株)日立ﾃﾚｺﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

沖電気工業(株)
ヤマハ(株)
国際電信電話(株)
日本電信電話(株)
日本電信電話(株)
東洋通信機(株)
日本電気(株)
(株)日立製作所

富士通(株)
松下通信工業(株)
三菱電機(株)

＊　検討グループリーダ

＊＊　　 〃 　　サブリーダ

事務局　大野　英雄（第二技術部）


	　　



